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表紙写真

『今渡の渡し場』〈提供：可児市観光経済部観光交流課〉
「木曽のかけはし、太田の渡しうすい峠がなくなればよい」と中山道三大難所と詠われた渡し場跡で、江戸中期に船着場ができ昭和２年に

大田橋が架橋されるまでは、渡し船が運航されていました。現在も、幾多の旅人が踏みしめた石畳が残っています。

　船頭平閘門には、謎が多く、煉瓦の製造元もその一つです。

　閘門が建設された明治期の煉瓦には、製造した会社や職人等を示す刻印が

打たれたものがあり、これは製造元を特定する手掛かりになります。

　最近、船頭平閘門において、四角の中に「イ」と「三」が刻まれた刻印の

押された煉瓦（写真①）が見つかり、これをもとに製造元の調査が行われま

した。

　その中でまず比較対象に挙がったのが、名古屋市立工芸高等学校の煉瓦壁

の刻印（写真②）です。これは、愛知県で一番初めに大規模な煉瓦生産を開

始した「東洋組」から、明治19（1886）年に独立した「西尾士族生産所」

の刻印とされるものです。しかし、こちらの製造会社は、船頭平閘門の資材

が調達される頃にはすでに廃業していたことがわかりました。

　次に近いものが、旧カブトビール工場（半田赤レンガ倉庫）の小判型の中に「イ」と「三」の刻印（写真③）で、これは明

治30（1897）年創業の日本最古の煉瓦製造会社「岡田煉瓦製造所（安城市）」のものです。こちらの煉瓦は、立田輪中人造

樋門（弥富市）・大宝六角煉瓦蔵（飛島村）でも使用されています。

　岡田煉瓦製造所が、歴史的に西尾士族生産所の影響をうけており刻印が引き継がれた可能性もあることと、近隣で同じ頃建

設された施設に使用されていることから、明治35年完成の船頭平閘門の煉瓦の製造元である可能性が出てきました。

　船頭平閘門の煉瓦はどこで作られたのか？今後の調査が期待されますね。

※写真①、 ②は現地撮影、 ③は 「岡田煉瓦 100 年史」 から引用した。

平成30年の皇太子殿下行啓を記念して、船頭平閘門に関わるコラム「船ちゃんのこぼれ話」の掲載を始めました。

船ちゃんのこぼれ話 第七話
ふね

「船頭平で見つかった煉瓦の刻印」

ほ
う
ろ
く
渕
の
龍
（
可
児
市
今
渡
）

昔
、
今
渡
の
木
曽
川
に
「
ほ
う
ろ
く
渕
」
と
呼
ば
れ
る
渕
が
あ
っ
て
、
雌
雄
の
龍
が
住

ん
で
い
る
と
云
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
龍
が
暴
れ
て
雷
雲
を
お
こ
し
豪
雨
を
ふ
ら
せ
、
人
々
が
困
っ
て
い
る
と
聞
い
た
龍

洞
寺
を
開
基
し
た
江
陽
和
尚
が
、
龍
を
封
じ
る
祈
祷
を
行
い
ま
し
た
。
祈
祷
を
始
め
て
数

日
経
っ
た
あ
る
日
、
空
が
に
わ
か
に
か
き
曇
り
雷
鳴
が
と
ど
ろ
き
わ
た
る
と
激
し
い
豪
雨

に
な
り
、
突
然
も
の
凄
い
水
柱
が
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。
水
柱
と
と
も
に
雄
龍
は
天
に
昇

り
、
雌
龍
は
渕
の
底
に
封
じ
ら
れ
ま
し
た
。

水
柱
の
立
っ
た
あ
た
り
を
調
べ
る
と
岩
が
割
れ
、
龍
が
住
ん
で
い
た
と
思
わ
れ
る
場
所

に
枕
の
よ
う
な
石
が
残
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
龍
の

枕
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
と
、
寺
に
持
ち
帰
っ
て
安
置
し

た
そ
う
で
す
。

時
を
経
た
昭
和
十
一
年
、
ほ
う
ろ
く
渕
に
今
渡
ダ
ム
の

建
設
が
始
ま
り
ま
し
た
。
工
事
は
何
度
も
出
水
に
遭
い
難

工
事
と
な
り
ま
し
た
。
地
元
の
人
々
の
間
で
は
ほ
う
ろ
く

渕
の
龍
の
祟
り
だ
と
い
う
噂
が
さ
さ
や
か
れ
ま
し
た
。
は

じ
め
は
馬
鹿
げ
た
迷
信
と
気
に
も
と
め
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
仮
堤
を
つ
く
る
度
に
出
水
が
あ
っ
て
工
事
が
進
み
ま

せ
ん
。

そ
こ
で
長
良
に
住
む
白
龍
と
い
う
お
婆
さ
ん
に
占
っ
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、
八
月
中
頃

の
洪
水
で
龍
が
昇
天
す
る
の
で
、
そ
れ
ま
で
待
て
と
宣
託
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
は
ダ

ム
の
完
成
が
遅
れ
て
し
ま
う
と
言
う
と
、
龍
の
怒
り
を
鎮
め
渕
か
ら
立
ち
退
い
て
も
ら
う

た
め
、
竜
神
さ
ま
を
御
遷
座
す
る
よ
う
告
げ
ら
れ
ま
し
た
。
八
大
龍
王
の
祠
を
建
て
鎮
座

し
た
と
こ
ろ
、
工
事
は
順
調
に
進
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

出
典

『
可
児
町
史

通
史
編
』

昭
和
五
十
五
年

写真③写真②写真①
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木曽三川　歴史・文化の調査研究資料
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歴
　

史

明
知
荘
に
比
定
さ
れ
る
柿
田
遺
跡
の
水
制
遺
構

5

歴

　
史

　
記

　
録

地
域
と
河
川
　
第
九
編

計
画
流
量
の
推
算
と
記
載
さ
れ
た
数
値

―

明
治
改
修
計
画
図
に
見
る
　
そ
の
二―

8

研

　
究

　
資

　
料

鳥
瞰
図
「
西
桑
名
」
に
見
る
揖
斐
川
沿
い
の
風
景

桑
名
市
　
長
島
輪
中
図
書
館
　
松
永
悦
子

3

地
域
の
治
水
・
利
水

今
か
ら
十
年
前
に
発
生
し
た
可
児
川
の
氾
濫



一
．
柿
田
遺
跡
の
生
産
基
盤
に

　
　
　 

伴
う
遺
構

　
岐
阜
県
可
児
市
柿
田
お
よ
び
可
児
郡
御
嵩
町
顔
戸
に

所
在
す
る
柿
田
遺
跡
は
、
可
児
川
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ

た
沖
積
地
に
広
が
る
遺
跡
で
す
。
こ
の
地
域
は
、
県
内

で
も
有
数
の
前
期
古
墳
が
密
集
す
る
地
域
で
あ
り
、
古

代
に
は
可
児
郡
の
役
所
が
あ
っ
た
郡
家
郷
の
比
定
地

で
、
古
代
七
道
の
一
つ
で
あ
る
東
山
道
が
通
じ
て
い
た

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
遺
跡
は
、
東
海
環
状
自
動
車
道
の
可
児
御
嵩

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
建
設
予
定
地
内
で
あ
っ
た
た
め
、

試
掘
調
査
を
経
て
平
成
十
一
（
一
九
九
九
）
年
度
か
ら

平
成
十
三
（
二
〇
〇
一
）
年
度
に
か
け
て
、
延
べ
七
八
，

七
二
八
㎡
の
発
掘
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
、
水
田
の
下
か
ら
縄
文
時
代
か

ら
近
現
代
に
い
た
る
さ
ま
ざ
ま
な
遺
構
や
遺
物
が
出
土

し
、
複
合
遺
跡
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。
各
時

代
の
建
物
跡
、
自
然
流
路
、
水
田
跡
な
ど
が
検
出
さ
れ
、

遺
物
で
は
土
器
約
四
十
一
万
点
、
木
製
品
約
二
万
点
が

出
土
し
ま
し
た
。

　
最
も
特
徴
的
な
遺
構
と
し
て
、
築
堤
を
含
む
治
水
・

利
水
施
設
が
あ
り
ま
す
。
治
水
・
利
水
の
遺
構
は
、
弥

生
時
代
以
降
連
続
し
て
構
築
さ
れ
続
け
、
杭
が
数
本
打

ち
込
ま
れ
た

簡
易
な
施
設

か
ら
、
延
長
八

十
ｍ
を
こ
え
る

堤
防
ま
で
合

わ
せ
て
九
十

四
基
を
数
え

ま
す
。

　
こ
う
し
た

遺
構
は
、
役
割

に
よ
っ
て
、
水

を
堰
き
止
め

て
導
水
す
る

「
堰
」
、
自

然

流
路
の
岸
を

固
定
す
る
「
護

岸
施
設
」、
流
路
自
体
を
変
え
る
「
堤
防
」
な
ど
に
区

分
さ
れ
ま
す
が
、
堤
防
と
護
岸
施
設
が
連
続
す
る
場
合

や
、
堰
と
堤
防
の
識
別
が
で
き
な
い
遺
構
な
ど
、
用
途

を
特
定
で
き
な
い
遺
構
も
あ
り
ま
す
。

二
．
水
制
遺
構
の
変
遷

　
二
世
紀
～
三
世
紀
（
弥
生
時
代
～
古
墳
時
代
前
期
）

の
竪
穴
住
居
跡
は
自
然
流
路
の
間
の
微
高
地
上
に
あ

り
、
自
然
流
路
は
極
め
て
複
雑
な
流
れ
を
呈
し
て
い
ま

す
。
検
出
さ
れ
た
水
田
跡
は
い
ず
れ
も
「
小
区
画
水
田
」

と
呼
ば
れ
る

も
の
で
、
一

区
画
が
お
よ

そ
二
十
㎡
以

下
の
非
常
に

狭

い

区

画

が
い
く
つ
も

集
ま
っ
て
構

成
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ

は
、
広
い
区

画
を
均
一

　
平
成
十
一
（
一
九
九
九
）
年
か
ら
発
掘
調
査
が
行
わ

れ
た
柿
田
遺
跡
は
、
か
つ
て
の
明
智
光
秀
ゆ
か
り
の

地
・
明
知
荘
の
中
に
位
置
し
ま
す
。

　
こ
の
遺
跡
で
は
、
弥
生
時
代
か
ら
中
世
に
い
た
る
自

然
流
路
や
県
内
最
古
の
水
田
跡
、
水
田
耕
作
に
伴
い
水

を
制
御
・
調
整
し
た
堰
・
護
岸
施
設
・
堤
防
と
い
っ
た

水
制
遺
構
が
多
数
検
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
つ
の
遺
跡
か
ら
連
続
し
た
時
代
の
水
制
遺
構
が
検

出
さ
れ
た
こ
と
で
、
そ
の
構
造
の
変
化
が
検
証
さ
れ
て

い
ま
す
。

の
高
さ
に
な
ら
す
の
は
大
変
な
労
力
で
あ
っ
た
た
め
、

こ
う
し
た
形
態
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。
柿
田
遺
跡
で

は
、
こ
う
し
た
小
区
画
水
田
が
六
世
紀
代
ま
で
見
ら
れ

ま
す
。
水
田
に
灌
漑
用
水
を
引
く
た
め
、
自
然
流
路
に

は
杭
な
ど
を
使
っ
て
作
ら
れ
た
堰
や
護
岸
施
設
な
ど
の

灌
漑
施
設
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
堰
は
構
造
的
に

横
木
を
伴
う
も
の
と
、
横
木
を
伴
わ
な
い
も
の
が
あ

り
、
前
者
は
直
立
杭
と
横
木
、
お
よ
び
雑
木
を
芯
と
し
、

盛
土
を
行
い
、
前
面
に
斜
杭
を
配
置
す
る
簡
易
な
構
造

で
し
た
。
護
岸
施
設
は
直
立
杭
と
斜
杭
、
雑
木
を
芯
と

し
て
盛
土
し
、
盛
土
は
砂
礫
と
構
造
材
（
ア
シ
な
ど
の

草
木
類
や
ス
ギ
な
ど
の
樹
皮
。）
で
成
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
時
代
に
は
、
流
水
方
向
を
変
え
る
よ
う
な
大
規
模

な
堤
防
は
、
検
出
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
四
世
紀
～
五
世
紀
前
半
（
古
墳
時
代
前
期
）
の
竪
穴

住
居
跡
は
、
引
き
続
き
微
高
地
上
に
多
く
存
在
し
て
い

ま
す
。
こ
の
時
期
の
遺
構
に
は
、
比
較
的
幅
の
広
い
自

然
流
路
内
に
規
模
の
大
き
な
堤
防
が
見
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
隣
接
す
る
顔
戸
南
遺
跡
で
も
、
延
長
三
十

五
ｍ
に
わ
た
る
築
堤
の
基
礎
が
検
出
さ
れ
て
お
り
、
柿

田
遺
跡
周
辺
の
か
な
り
広
い
範
囲
で
大
規
模
な
治
水
・

利
水
事
業
が
成
さ
れ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
堤
防
の
役
割

は
、
自
然
流
路
の
流
れ
る
方
向
を
変
え
た
り
、
流
路
の

幅
を
狭
め
て
水
位
を
上
昇
さ
せ
、
水
田
に
安
定
し
て
水

を
供
給
す
る
こ
と
で
し
た
。
堤
防
は
横
木
を
伴
う
堰
と

同
じ
構
造
で
、
そ
の
中
に
は
、
堤
体
内
部
に
横
木
と
縦

木
を
格
子
状
に
組
み
上
げ
そ
の
前
面
に
斜
杭
を
配
置
し

た
も
の
も
あ

り
ま
し
た
。

格
子
を
組
む

こ
と
で
内
部

が
よ
り
強
固

に
な
り
、
地

滑
り
の
発
生

頻

度

が

減

り
、
堤
体
高

が
維
持
で
き

た
と
考
え
ら

れ
て
い
ま

す
。
盛
土
は
こ
れ
以
前
と
同
様
に
、
砂
礫
が
主
体
で
構

造
材
を
間
に
挟
ん
で
い
ま
す
。
構
造
材
と
し
て
竹
製
の

小
規
模
な
網
代
が
出
土
し
て
い
ま
す
。

　
五
世
紀
後
半
～
六
世
紀
（
古
墳
時
代
後
期
）
の
水
制

遺
構
は
二
十
八
基
検
出
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
柿
田
遺

跡
で
検
出
さ
れ
た
九
十
四
基
の
約
三
割
を
占
め
、
そ
の

規
模
は
、
古
墳
時
代
前
期
と
比
べ
全
体
的
に
拡
大
し
て

い
ま
す
。
護
岸
施
設
は
片
合
掌
型
を
呈
す
る
芯
構
造

で
、
斜
杭
を
極
め
て
密
に
配
置
し
た
も
の
や
、
表
法
面

か
ら
溝
底
面
ま
で
を
す
べ
て
構
造
材
で
覆
っ
た
も
の
が

現
れ
ま
し
た
。
盛
土
の
地
滑
り
を
防
止
す
る
た
め
、
盛

土
底
面
に
網
代
を
敷
き
、
そ
の
上
に
粘
土
を
盛
り
、
さ

ら
に
杭
を
打
ち
込
ん
だ
構
造
も
見
ら
れ
ま
す
。
網
代

は
、
最
大
で
長
さ
三
・
二
ｍ
、
幅
一
ｍ
以
上
あ
り
、
ヒ

ノ
キ
を
幅
一
・
五
～
二
・
五
㎝
・
厚
さ
一
㎜
・
長
さ
三

ｍ
程
度
に
裂
い
て
綾
編
み
で
編
ま
れ
た
も
の
が
出
土
し

て
い
ま
す
。

　
堤
防
は
従

来
の
構
造
に

加
え
、
斜
杭

を
ほ
と
ん
ど

用
い
な
い
新

し
い
構
造
の

堤
防
も
出
現

し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
盛

土
内
に
構
造

材
と
砂
礫
を

ほ
ぼ
水
平
に

交
互
に
積
み

重
ね
、
そ
の
上
に
横
木
を
密
に
並
べ
直
立
杭
で
固
定
す

る
構
造
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

三
．
条
里
地
割
と
中
世
の

　
　
灌
漑
施
設
遺
構

　
八
世
紀
（
古
代
）
の
遺
構
と
し
て
は
道
路
遺
構
が
二

条
検
出
さ
れ
、
い
ず
れ
も
昭
和
四
十
年
代
ま
で
残
っ
て

い
た
表
層
の
条
里
地
割
の
坪
境
に
合
致
し
ま
し
た
。
柿

田
遺
跡
で
は
、
条
里
地
割
そ
の
も
の
は
検
出
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
が
、
こ
の
道
路
遺
構
に
よ
っ
て
、
遺
跡
周
辺
に

条
里
地
割
が
施
行
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し

た
。
道
路
遺
構
は
、
浅
く
掘
り
込
ま
れ
た
溝
に
白
色
微

砂
を
充
填
し
て
お
り
、
周
囲
と
の
区
別
が
容
易
で
す
。

　
こ
の
時
代
の
水
制
遺
構
で
は
、
堤
防
は
大
木
の
横
木

を
芯
と
し
、
そ
の
周
囲
に
直
立
杭
や
雑
木
を
配
置
し
た

構
造
が
検
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
盛
土
は
、
粘
土
と
シ
ル

ト
が
主
体
と
な
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
古
代
の
水
制
遺

構
は
検
出
数
が
少
な
い
の
で
、
こ
れ
ら
が
普
遍
的
な
様

相
と
は
言
い
切
れ
ま
せ
ん
。

　
十
一
世
紀

後
半
～
十
三

世

紀

中

期

（
中

世

前

期
）
で
は
、

掘
立
柱
建
物

跡
が
三
十
三

棟

検

出

さ

れ
、
こ
れ
ら

は
概
ね
条
里

地
割
の
一
坪

に
一
箇
所
の

割
合
で
配
置
さ
れ
、
自
然
流
路
や
溝
、
水
田
を
挟
ん
で

散
在
し
て
い
ま
す
。
こ
の
時
代
の
護
岸
施
設
に
は
、
人

頭
大
の
礫
を
埋
め
て
粘
土
で
覆
っ
た
も
の
が
見
ら
れ
ま

す
。
堤
防
に
は
流
路
底
面
に
直
立
杭
を
打
ち
込
み
、
そ

の
間
に
小
礫
を
充
填
し
た
も
の
が
あ
り
ま
す
。
護
岸
施

設
、
堤
防
と
も
小
規
模
な
遺
構
で
す
が
、
大
小
の
礫
を

使
用
し
て
い
る
点
が
古
代
以
前
よ
り
大
き
く
異
な
っ
て

い
ま
す
。

　
十
三
世
紀
後
期
～
十
六
世
紀
（
中
世
後
期
）
の
建
物

跡
は
、
中
世
前
期
に
比
べ
て
激
減
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
村
落
の
主
体
が
調
査
区
外
の
丘
陵
裾
野
に
移
っ
て

い
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
自
然
流
路
の
河

道
は
、
中
世
前
期
の
洪
水
後
に
湾
曲
部
が
直
線
的
に
な

り
、
全
体
に
北
へ
移
動
し
ま
し
た
。
こ
の
時
代
を
代
表

す
る
水
制
遺
構
に
、
約
八
十
ｍ
に
わ
た
っ
て
検
出
さ
れ

た
堤
防
が
あ
り
ま
す
。
多
数
の
杭
と
横
木
、
礫
を
使
っ

た
複
雑
な
構

造
を
も
つ
堤

防
で
、
そ
の

構
造
を
大
掴

み

に

表

す

と
、
敷
に
横

木
と
斜
杭
、

直
立
杭
を
片

合
掌
型
に
配

し
、
そ
の
上

に
砂
礫
と
構

造
材
を
交
互

に
重
ね
、
さ
ら
に
直
立
杭
を
打
ち
込
み
、
礫
を
面
に
並

べ
粘
土
で
覆
っ
て
い
ま
す
。
中
世
に
お
い
て
、
こ
の
よ

う
な
複
雑
な
構
造
を
も
つ
堤
防
は
全
国
的
に
も
珍
し
い

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
柿
田
遺
跡
で
検
出
さ
れ
た
水
制
遺
構
は
、
一
部
を
除

い
て
、
全
国
で
確
認
さ
れ
て
い
る
遺
構
に
類
例
が
見
ら

れ
ま
す
が
、

弥
生
時
代
か

ら
中
世
に
い

た
る
そ
れ
ぞ

れ
の
時
代
の

遺
構
が
連
続

し
て
一
遺
跡

内
で
検
出
さ

れ
た
こ
と
に

意
義
が
あ
り

ま
す
。

明知荘に比定される
柿田遺跡の水制遺構

■
参
考
文
献

『
柿
田
遺
跡
調
査
報
告
書
』
　
二
〇
〇
五
年

　
財
団
法
人
　
岐
阜
県
教
育
文
化
財
団

『
可
児
市
史
　
第
二
巻
通
史
編
　
古
代
・
中
世
・
近
世
』

平
成
二
十
二
年
　
可
児
市

ご
う

ど

ぐ
う
　
け
の
ご
う

と
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さ
ん
ど
う

あけ

かき だ

ち の しょう

た
て
あ
な

あ
じ
　
ろ

柿田遺跡の水制遺構〈提供：岐阜県文化財保護センター〉

明知荘の推定範囲と柿田遺跡の位置

 〈出典：柿田遺跡（第２分冊　本文編２）

        「図 103 明知荘の推定範囲」に加筆〉

二世紀～三世紀の「堰」の遺構

 〈提供：岐阜県文化財保護センター〉

四世紀～五世紀前半の「網代」の遺構

〈提供：岐阜県文化財保護センター〉

十一世紀後半～十三世紀中期の「堰」の遺構

 〈提供：岐阜県文化財保護センター〉

十三世紀後期～十六世紀の「堤防」の遺構

 〈提供：岐阜県文化財保護センター〉

八世紀の「堤防」の遺構

 〈提供：岐阜県文化財保護センター〉

五世紀後半～六世紀の「護岸施設」の遺構

 〈提供：岐阜県文化財保護センター〉

堤防の構築材と部位の名称

 〈出典：柿田遺跡（第１分冊　本文編１）〉
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一
．
柿
田
遺
跡
の
生
産
基
盤
に

　
　
　 

伴
う
遺
構

　
岐
阜
県
可
児
市
柿
田
お
よ
び
可
児
郡
御
嵩
町
顔
戸
に

所
在
す
る
柿
田
遺
跡
は
、
可
児
川
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ

た
沖
積
地
に
広
が
る
遺
跡
で
す
。
こ
の
地
域
は
、
県
内

で
も
有
数
の
前
期
古
墳
が
密
集
す
る
地
域
で
あ
り
、
古

代
に
は
可
児
郡
の
役
所
が
あ
っ
た
郡
家
郷
の
比
定
地

で
、
古
代
七
道
の
一
つ
で
あ
る
東
山
道
が
通
じ
て
い
た

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
遺
跡
は
、
東
海
環
状
自
動
車
道
の
可
児
御
嵩

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
建
設
予
定
地
内
で
あ
っ
た
た
め
、

試
掘
調
査
を
経
て
平
成
十
一
（
一
九
九
九
）
年
度
か
ら

平
成
十
三
（
二
〇
〇
一
）
年
度
に
か
け
て
、
延
べ
七
八
，

七
二
八
㎡
の
発
掘
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
、
水
田
の
下
か
ら
縄
文
時
代
か

ら
近
現
代
に
い
た
る
さ
ま
ざ
ま
な
遺
構
や
遺
物
が
出
土

し
、
複
合
遺
跡
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。
各
時

代
の
建
物
跡
、
自
然
流
路
、
水
田
跡
な
ど
が
検
出
さ
れ
、

遺
物
で
は
土
器
約
四
十
一
万
点
、
木
製
品
約
二
万
点
が

出
土
し
ま
し
た
。

　
最
も
特
徴
的
な
遺
構
と
し
て
、
築
堤
を
含
む
治
水
・

利
水
施
設
が
あ
り
ま
す
。
治
水
・
利
水
の
遺
構
は
、
弥

生
時
代
以
降
連
続
し
て
構
築
さ
れ
続
け
、
杭
が
数
本
打

ち
込
ま
れ
た

簡
易
な
施
設

か
ら
、
延
長
八

十
ｍ
を
こ
え
る

堤
防
ま
で
合

わ
せ
て
九
十

四
基
を
数
え

ま
す
。

　
こ
う
し
た

遺
構
は
、
役
割

に
よ
っ
て
、
水

を
堰
き
止
め

て
導
水
す
る

「
堰
」
、
自

然

流
路
の
岸
を

固
定
す
る
「
護

岸
施
設
」、
流
路
自
体
を
変
え
る
「
堤
防
」
な
ど
に
区

分
さ
れ
ま
す
が
、
堤
防
と
護
岸
施
設
が
連
続
す
る
場
合

や
、
堰
と
堤
防
の
識
別
が
で
き
な
い
遺
構
な
ど
、
用
途

を
特
定
で
き
な
い
遺
構
も
あ
り
ま
す
。

二
．
水
制
遺
構
の
変
遷

　
二
世
紀
～
三
世
紀
（
弥
生
時
代
～
古
墳
時
代
前
期
）

の
竪
穴
住
居
跡
は
自
然
流
路
の
間
の
微
高
地
上
に
あ

り
、
自
然
流
路
は
極
め
て
複
雑
な
流
れ
を
呈
し
て
い
ま

す
。
検
出
さ
れ
た
水
田
跡
は
い
ず
れ
も
「
小
区
画
水
田
」

と
呼
ば
れ
る

も
の
で
、
一

区
画
が
お
よ

そ
二
十
㎡
以

下
の
非
常
に

狭

い

区

画

が
い
く
つ
も

集
ま
っ
て
構

成
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ

は
、
広
い
区

画
を
均
一

　
平
成
十
一
（
一
九
九
九
）
年
か
ら
発
掘
調
査
が
行
わ

れ
た
柿
田
遺
跡
は
、
か
つ
て
の
明
智
光
秀
ゆ
か
り
の

地
・
明
知
荘
の
中
に
位
置
し
ま
す
。

　
こ
の
遺
跡
で
は
、
弥
生
時
代
か
ら
中
世
に
い
た
る
自

然
流
路
や
県
内
最
古
の
水
田
跡
、
水
田
耕
作
に
伴
い
水

を
制
御
・
調
整
し
た
堰
・
護
岸
施
設
・
堤
防
と
い
っ
た

水
制
遺
構
が
多
数
検
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
つ
の
遺
跡
か
ら
連
続
し
た
時
代
の
水
制
遺
構
が
検

出
さ
れ
た
こ
と
で
、
そ
の
構
造
の
変
化
が
検
証
さ
れ
て

い
ま
す
。

の
高
さ
に
な
ら
す
の
は
大
変
な
労
力
で
あ
っ
た
た
め
、

こ
う
し
た
形
態
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。
柿
田
遺
跡
で

は
、
こ
う
し
た
小
区
画
水
田
が
六
世
紀
代
ま
で
見
ら
れ

ま
す
。
水
田
に
灌
漑
用
水
を
引
く
た
め
、
自
然
流
路
に

は
杭
な
ど
を
使
っ
て
作
ら
れ
た
堰
や
護
岸
施
設
な
ど
の

灌
漑
施
設
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
堰
は
構
造
的
に

横
木
を
伴
う
も
の
と
、
横
木
を
伴
わ
な
い
も
の
が
あ

り
、
前
者
は
直
立
杭
と
横
木
、
お
よ
び
雑
木
を
芯
と
し
、

盛
土
を
行
い
、
前
面
に
斜
杭
を
配
置
す
る
簡
易
な
構
造

で
し
た
。
護
岸
施
設
は
直
立
杭
と
斜
杭
、
雑
木
を
芯
と

し
て
盛
土
し
、
盛
土
は
砂
礫
と
構
造
材
（
ア
シ
な
ど
の

草
木
類
や
ス
ギ
な
ど
の
樹
皮
。）
で
成
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
時
代
に
は
、
流
水
方
向
を
変
え
る
よ
う
な
大
規
模

な
堤
防
は
、
検
出
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
四
世
紀
～
五
世
紀
前
半
（
古
墳
時
代
前
期
）
の
竪
穴

住
居
跡
は
、
引
き
続
き
微
高
地
上
に
多
く
存
在
し
て
い

ま
す
。
こ
の
時
期
の
遺
構
に
は
、
比
較
的
幅
の
広
い
自

然
流
路
内
に
規
模
の
大
き
な
堤
防
が
見
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
隣
接
す
る
顔
戸
南
遺
跡
で
も
、
延
長
三
十

五
ｍ
に
わ
た
る
築
堤
の
基
礎
が
検
出
さ
れ
て
お
り
、
柿

田
遺
跡
周
辺
の
か
な
り
広
い
範
囲
で
大
規
模
な
治
水
・

利
水
事
業
が
成
さ
れ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
堤
防
の
役
割

は
、
自
然
流
路
の
流
れ
る
方
向
を
変
え
た
り
、
流
路
の

幅
を
狭
め
て
水
位
を
上
昇
さ
せ
、
水
田
に
安
定
し
て
水

を
供
給
す
る
こ
と
で
し
た
。
堤
防
は
横
木
を
伴
う
堰
と

同
じ
構
造
で
、
そ
の
中
に
は
、
堤
体
内
部
に
横
木
と
縦

木
を
格
子
状
に
組
み
上
げ
そ
の
前
面
に
斜
杭
を
配
置
し

た
も
の
も
あ

り
ま
し
た
。

格
子
を
組
む

こ
と
で
内
部

が
よ
り
強
固

に
な
り
、
地

滑
り
の
発
生

頻

度

が

減

り
、
堤
体
高

が
維
持
で
き

た
と
考
え
ら

れ
て
い
ま

す
。
盛
土
は
こ
れ
以
前
と
同
様
に
、
砂
礫
が
主
体
で
構

造
材
を
間
に
挟
ん
で
い
ま
す
。
構
造
材
と
し
て
竹
製
の

小
規
模
な
網
代
が
出
土
し
て
い
ま
す
。

　
五
世
紀
後
半
～
六
世
紀
（
古
墳
時
代
後
期
）
の
水
制

遺
構
は
二
十
八
基
検
出
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
柿
田
遺

跡
で
検
出
さ
れ
た
九
十
四
基
の
約
三
割
を
占
め
、
そ
の

規
模
は
、
古
墳
時
代
前
期
と
比
べ
全
体
的
に
拡
大
し
て

い
ま
す
。
護
岸
施
設
は
片
合
掌
型
を
呈
す
る
芯
構
造

で
、
斜
杭
を
極
め
て
密
に
配
置
し
た
も
の
や
、
表
法
面

か
ら
溝
底
面
ま
で
を
す
べ
て
構
造
材
で
覆
っ
た
も
の
が

現
れ
ま
し
た
。
盛
土
の
地
滑
り
を
防
止
す
る
た
め
、
盛

土
底
面
に
網
代
を
敷
き
、
そ
の
上
に
粘
土
を
盛
り
、
さ

ら
に
杭
を
打
ち
込
ん
だ
構
造
も
見
ら
れ
ま
す
。
網
代

は
、
最
大
で
長
さ
三
・
二
ｍ
、
幅
一
ｍ
以
上
あ
り
、
ヒ

ノ
キ
を
幅
一
・
五
～
二
・
五
㎝
・
厚
さ
一
㎜
・
長
さ
三

ｍ
程
度
に
裂
い
て
綾
編
み
で
編
ま
れ
た
も
の
が
出
土
し

て
い
ま
す
。

　
堤
防
は
従

来
の
構
造
に

加
え
、
斜
杭

を
ほ
と
ん
ど

用
い
な
い
新

し
い
構
造
の

堤
防
も
出
現

し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
盛

土
内
に
構
造

材
と
砂
礫
を

ほ
ぼ
水
平
に

交
互
に
積
み

重
ね
、
そ
の
上
に
横
木
を
密
に
並
べ
直
立
杭
で
固
定
す

る
構
造
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

三
．
条
里
地
割
と
中
世
の

　
　
灌
漑
施
設
遺
構

　
八
世
紀
（
古
代
）
の
遺
構
と
し
て
は
道
路
遺
構
が
二

条
検
出
さ
れ
、
い
ず
れ
も
昭
和
四
十
年
代
ま
で
残
っ
て

い
た
表
層
の
条
里
地
割
の
坪
境
に
合
致
し
ま
し
た
。
柿

田
遺
跡
で
は
、
条
里
地
割
そ
の
も
の
は
検
出
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
が
、
こ
の
道
路
遺
構
に
よ
っ
て
、
遺
跡
周
辺
に

条
里
地
割
が
施
行
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し

た
。
道
路
遺
構
は
、
浅
く
掘
り
込
ま
れ
た
溝
に
白
色
微

砂
を
充
填
し
て
お
り
、
周
囲
と
の
区
別
が
容
易
で
す
。

　
こ
の
時
代
の
水
制
遺
構
で
は
、
堤
防
は
大
木
の
横
木

を
芯
と
し
、
そ
の
周
囲
に
直
立
杭
や
雑
木
を
配
置
し
た

構
造
が
検
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
盛
土
は
、
粘
土
と
シ
ル

ト
が
主
体
と
な
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
古
代
の
水
制
遺

構
は
検
出
数
が
少
な
い
の
で
、
こ
れ
ら
が
普
遍
的
な
様

相
と
は
言
い
切
れ
ま
せ
ん
。

　
十
一
世
紀

後
半
～
十
三

世

紀

中

期

（
中

世

前

期
）
で
は
、

掘
立
柱
建
物

跡
が
三
十
三

棟

検

出

さ

れ
、
こ
れ
ら

は
概
ね
条
里

地
割
の
一
坪

に
一
箇
所
の

割
合
で
配
置
さ
れ
、
自
然
流
路
や
溝
、
水
田
を
挟
ん
で

散
在
し
て
い
ま
す
。
こ
の
時
代
の
護
岸
施
設
に
は
、
人

頭
大
の
礫
を
埋
め
て
粘
土
で
覆
っ
た
も
の
が
見
ら
れ
ま

す
。
堤
防
に
は
流
路
底
面
に
直
立
杭
を
打
ち
込
み
、
そ

の
間
に
小
礫
を
充
填
し
た
も
の
が
あ
り
ま
す
。
護
岸
施

設
、
堤
防
と
も
小
規
模
な
遺
構
で
す
が
、
大
小
の
礫
を

使
用
し
て
い
る
点
が
古
代
以
前
よ
り
大
き
く
異
な
っ
て

い
ま
す
。

　
十
三
世
紀
後
期
～
十
六
世
紀
（
中
世
後
期
）
の
建
物

跡
は
、
中
世
前
期
に
比
べ
て
激
減
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
村
落
の
主
体
が
調
査
区
外
の
丘
陵
裾
野
に
移
っ
て

い
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
自
然
流
路
の
河

道
は
、
中
世
前
期
の
洪
水
後
に
湾
曲
部
が
直
線
的
に
な

り
、
全
体
に
北
へ
移
動
し
ま
し
た
。
こ
の
時
代
を
代
表

す
る
水
制
遺
構
に
、
約
八
十
ｍ
に
わ
た
っ
て
検
出
さ
れ

た
堤
防
が
あ
り
ま
す
。
多
数
の
杭
と
横
木
、
礫
を
使
っ

た
複
雑
な
構

造
を
も
つ
堤

防
で
、
そ
の

構
造
を
大
掴

み

に

表

す

と
、
敷
に
横

木
と
斜
杭
、

直
立
杭
を
片

合
掌
型
に
配

し
、
そ
の
上

に
砂
礫
と
構

造
材
を
交
互

に
重
ね
、
さ
ら
に
直
立
杭
を
打
ち
込
み
、
礫
を
面
に
並

べ
粘
土
で
覆
っ
て
い
ま
す
。
中
世
に
お
い
て
、
こ
の
よ

う
な
複
雑
な
構
造
を
も
つ
堤
防
は
全
国
的
に
も
珍
し
い

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
柿
田
遺
跡
で
検
出
さ
れ
た
水
制
遺
構
は
、
一
部
を
除

い
て
、
全
国
で
確
認
さ
れ
て
い
る
遺
構
に
類
例
が
見
ら

れ
ま
す
が
、

弥
生
時
代
か

ら
中
世
に
い

た
る
そ
れ
ぞ

れ
の
時
代
の

遺
構
が
連
続

し
て
一
遺
跡

内
で
検
出
さ

れ
た
こ
と
に

意
義
が
あ
り

ま
す
。

明知荘に比定される
柿田遺跡の水制遺構

■
参
考
文
献

『
柿
田
遺
跡
調
査
報
告
書
』
　
二
〇
〇
五
年

　
財
団
法
人
　
岐
阜
県
教
育
文
化
財
団

『
可
児
市
史
　
第
二
巻
通
史
編
　
古
代
・
中
世
・
近
世
』

平
成
二
十
二
年
　
可
児
市

ご
う

ど

ぐ
う
　
け
の
ご
う

と
う
さ
ん
ど
う

あけ

かき だ

ち の しょう

た
て
あ
な

あ
じ
　
ろ

柿田遺跡の水制遺構〈提供：岐阜県文化財保護センター〉

明知荘の推定範囲と柿田遺跡の位置

 〈出典：柿田遺跡（第２分冊　本文編２）

        「図 103 明知荘の推定範囲」に加筆〉

二世紀～三世紀の「堰」の遺構

 〈提供：岐阜県文化財保護センター〉

四世紀～五世紀前半の「網代」の遺構

〈提供：岐阜県文化財保護センター〉

十一世紀後半～十三世紀中期の「堰」の遺構

 〈提供：岐阜県文化財保護センター〉

十三世紀後期～十六世紀の「堤防」の遺構

 〈提供：岐阜県文化財保護センター〉

八世紀の「堤防」の遺構

 〈提供：岐阜県文化財保護センター〉

五世紀後半～六世紀の「護岸施設」の遺構

 〈提供：岐阜県文化財保護センター〉

堤防の構築材と部位の名称

 〈出典：柿田遺跡（第１分冊　本文編１）〉
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平
成
二
十
二
（
二
〇
一
〇
）
年
七
月
十
五
日
か
ら
十

六
日
未
明
に
か
け
て
、
東
濃
・
中
濃
地
方
で
非
常
に
激

し
い
雨
が
降
り
、
い
わ
ゆ
る
「
七
・
一
五
豪
雨
災
害
」

が
発
生
し
ま
し
た
。

　
可
児
市
で
は
各
地
で
道
路
冠
水
、
家
屋
の
浸
水
、
土

砂
崩
れ
な
ど
の
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
が
、
特
に
土
田

地
区
で
は
、
可
児
川
の
越
水
に
よ
り
車
両
が
流
さ
れ
る

人
的
被
害
が
発
生
し
、
ま
た
広
見
地
区
で
は
、
可
児
川

堤
防
が
決
壊
し
多
く
の
家
屋
が
浸
水
し
ま
し
た
。

　
被
災
後
、
災
害
の
検
証
が
行
わ
れ
、
可
児
川
改
修
を

は
じ
め
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
対
策
が

講
じ
ら
れ
ま
し
た
。

今から十年前に発生した
可児川の氾濫

一
．
可
児
川
流
域
の
水
害

　
可
児
川
流
域
は
古
来
よ
り
洪
水
氾
濫
の
多
い
地
域
で
、

支
流
の
瀬
田
川
や
久
々
利
川
も
し
ば
し
ば
氾
濫
し
、
家
屋

や
耕
地
の
浸
水
被
害
が
頻
発
し
ま
し
た
。

　
江
戸
時
代
の
可
児
川
絵
図
に
は
、
川
除
堤
（
護
岸
堤
）

や
竹
籠
に
石
を
詰
め
た
工
作
物
「
蛇
籠
」
な
ど
の
水
制
が

描
か
れ
て
お
り
、
可
児
川
で
洪
水
が
発
生
し
治
水
工
事
が

行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
り
ま
す
。
ま
た
瀬
田
の
太
元
神

社
の
「
太
元
宮
御
神
祭
記
」
に
は
、
明
暦
元
（
一
六
五
五
）

年
か
ら
元
禄
二
（
一
六
八
九
）
年
に
か
け
て
可
児
川
で
何

度
も
洪
水
が
お
き
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
近
代
以
降
、
可
児
川
流
域
で
は
治
水
事
業
が
進
め
ら
れ

て
き
ま
し
た
が
、
そ
の
一
方
で
広
見
周
辺
の
市
街
地
拡
大

な
ど
に
よ
り
、
可
児
駅
周
辺
で
浸
水
被
害
が
発
生
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　
昭
和
三
十
二
（
一
九
五
七
）
年
に
は
、
可
児
川
左
岸
の

乗
里
集
落
が
濁
流
に
飲
み
込
ま
れ
、
右
岸
の
可
児
駅
周
辺

で
も
浸
水
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
同
三
十
四
（
一
九
五

九
）
年
の
伊
勢
湾
台
風
で
も
、
可
児
川
流
域
で
堤
防
決
壊

に
よ
っ
て
農
地
や
道
路
、
学
校
な
ど
の
施
設
に
被
害
が
出

て
い
ま
す
。

　
そ
の
後
、
水
害
が
発
生
し
や
す
い
箇
所
で
は
、
堤
防
や

護
岸
施
設
の
整
備
な
ど
が
進
み
、
昭
和
五
十
年
代
以
降
に

は
顕
著
な
水
害
は
発
生
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
例
え
ば
平
成

十
二
（
二
〇
〇
〇
）
年
九
月
に
は
、
二
日
間
の
総
雨
量
が

三
四
四
㎜
と
い
う
豪
雨
が
降
り
ま
し
た
が
、
可
児
川
で
は

氾
濫
被
害
は
発
生
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
平
成
十
六
（
二
〇
〇
四
）
年
時
点
で
、
超
過
確
率 1

/5
0

の
改
修
が
可
児
川
本
川
で
は
ほ
ぼ
一
〇
〇
％
、
最
大
支
川

の
久
々
利
川
で
は
七
十
五
％
以
上
と
い
う
、
県
下
で
も
有

数
の
治
水
整
備
が
進
ん
だ
河
川
で
し
た
。

二
．
七
・
一
五
豪
雨
災
害

　
平
成
二
十
二
（
二
〇
一
〇
）
年
の
梅
雨
後
期
、
九

州
か
ら
本
州
付
近
に
停
滞
し
て
い
た
梅
雨
前
線
の
断

続
的
な
活
動
が
活
発
と
な
っ
た
た
め
、
七
月
上
旬
に

は
鹿
児
島
県
な
ど
で
、
中
旬
に
は
福
岡
県
、
山
口
県
、

広
島
県
、
兵
庫
県
、
長
野
県
な
ど
で
、
氾
濫
災
害
や

土
砂
災
害
な
ど
の
豪
雨
災
害
が
発
生
し
、
全
国
で
死

者
十
六
名
、
行
方
不
明
者
五
名
と
い
う
人
的
被
害
を

も
た
ら
し
ま
し
た
。

　
岐
阜
県
に
お
い
て
も
、
東
濃
・
中
濃
地
方
で
局
地

的
に
一
時
間
に
六
十
㎜
を
こ
え
る
非
常
に
激
し
い
雨

が
降
り
、
可
児
市
、
御
嵩
町
、
八
百
津
町
な
ど
で
死

者
四
名
・
行
方
不
明
者
二
名
・
重
傷
者
一
名
の
人
的

被
害
を
伴
う
氾
濫
災
害
や
土
砂
災
害
が
発
生
し
、
八

百
津
町
を
中
心
に
全
壊
・
半
壊
・
一
部
破
損
家
屋
、

計
十
五
棟
、
可
児
川
流
域
を
中
心
に
床
上
浸
水
七
十

五
棟
、
床
下
浸
水
三
八
〇
棟
な
ど
、
甚
大
な
被
害
が

生
じ
ま
し
た
。

　
十
五
日
夕
方
か
ら
夜
遅
く
に
か
け
て
発
達
し
た
雨

雲
が
、
愛
知
県
尾
張
西
北
部
か
ら
岐
阜
県
中
濃
・
東

濃
付
近
に
停
滞
し
、
数
時
間
に
わ
た
っ
て
局
地
的
に

非
常
に
激
し
い

雨
を
降
ら
せ
ま

し
た
。
可
児
川

上
流
に
位
置
す

る
御
嵩
雨
量
観

測
所
の
記
録
で

は
、
時
間
最
大

雨
量
七
十
六
㎜

は
同
観
測
所
史

上
第
一
位
で
、

二
十
四
時
間
最

大
雨
量
に
つ
い

て
も
第
二
位
を

記
録
し
て
い
ま

す
。

　
同
観
測
所
の

十
五
日
十
七
時

か
ら
の
六
時
間
雨
量
は
二
三
八
㎜
を
観
測
し
ま
し
た

が
、
こ
の
六
時
間
の
可
児
川
流
域
平
均
雨
量
を
確
率

評
価
す
る
と
、
お
お
む
ね
一
三
〇
年
に
一
度
発
生
す

る
規
模
の
降
雨
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
集
中
豪
雨
域
に
流
域
の
ほ
と
ん
ど
が
す
っ
ぽ

り
と
覆
わ
れ
た
可
児
川
で
は
、
本
支
川
に
お
い
て
未

曾
有
の
出
水
が
発
生
し
ま
し
た
。
岐
阜
県
河
川
課
の

水
理
解
析
に
よ
る
と
、
可
児
川
出
口
の
木
曽
川
合
流

点
で
の
流
量
は
、
暫
定
計
画
高
水
流
量
八
一
〇
㎥
／
ｓ

の
二
倍
に
あ
た
る
一
六
〇
〇
㎥
／
ｓ
に
上
が
っ
た
と

推
察
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
の
地
点
で
も
、
本
支

川
の
各
所
で
洪
水
流
の
最
高
水
位
が
計
画
高
水
位
を

上
回
る
状
況
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
比
較
的
治
水
整
備
が
進
ん
で
い
た
可
児
川
流
域

で
し
た
が
、
こ
う
し
た
想
定
以
上
の
出
水
に
よ
っ

て
、
本
支
川
の
各
所
で
氾
濫
被
害
が
発
生
し
ま
し

た
。

　
も
っ
と
も
被
害
が
大
き
か
っ
た
の
は
、
可
児
川
下
流

部
の
土
田
地
区
で
、
可
児
川
の
流
路
が
二
つ
に
別
れ
、

名
鉄
広
見
線
の
鉄
橋
の
手
前
で
合
流
し
て
い
る
地
点

で
す
。
土
田
水
位
観
測
所
で
は
、
二
十
時
三
十
一
分
に

最
大
流
量
一
二
五
〇
㎥
／
ｓ
を
記
録
、
戸
走
橋
地
点
で

の
流
量
は
途
中
の
支
川
の
合
流
を
合
わ
せ
て
ピ
ー
ク

時
に
約
一
四
〇
〇
㎥
／
ｓ
と
推
定
さ
れ
ま
す
。
戸
走
橋

の
上
下
流
で
越
水
が
発
生
し
、
左
右
両
岸
の
一
四
・
八

ha
が
浸
水
、
床
上
浸
水
四
棟
、
床
下
浸
水
一
棟
の
被
害

が
あ
り
ま
し
た
。
ト
ラ
ッ
ク
二
十
八
台
・
乗
用
車
二
十

一
台
が
水
没
・
流
失
す
る
被
害
も
発
生
し
て
い
ま
す

が
、
多
数
の
ト
ラ
ッ
ク
が
い
と
も
簡
単
に
流
さ
れ
て
、

名
鉄
線
の
市
道
５
０
号
線
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
付
近
に
重

な
り
あ
っ
た
映
像
が
報
道
で
流
さ
れ
、
氾
濫
し
た
水
の

威
力
を
見
せ
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
で

は
、
通
過
し
よ
う
と
し
た
乗
用
車
が
流
さ
れ
、
死
者
一

名
・
行
方
不
明
者
二
名
の
被
災
者
が
出
て
い
ま
す
。

　
広
見
地
区
で
は
、Ｊ
Ｒ
太
多
線
橋
梁
上
流
に
お
い
て

暫
定
計
画
で
あ
る
四
九
〇
㎥
／
ｓ
の
流
下
能
力
を
大
き

く
上
回
る
約
六
七
〇
㎥
／
ｓ
の
洪
水
が
流
下
し
た
た

め
、
左
岸
側
に
お
い
て
、
湾
曲
部
外
側
に
生
じ
る
水
位

上
昇
に
よ
っ
て
越
水
が
発
生
し
ま
し
た
。
そ
の
後
流
水

の
一
部
が
下
流
に
向
か
い
、
道
路
斜
面
に
沿
っ
て
左
岸

堤
防
の
川
裏
を
流
下
し
、
堤
防
裏
法
面
が
洗
掘
さ
れ
決

壊
に
至
り
ま
し
た
。
こ
の
越
水
・
決
壊
に
よ
り
、
浸
水

面
積
六
・
五
ha
・
床
上
浸
水
十
六
棟
・
床
下
浸
水
十
三

棟
の
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

三
．
可
児
川
に
お
け
る
水
害
対
策

　
可
児
川
の
復
旧
方
針
は
、
被
災
し
た
河
川
管
理
施

設
を
原
形
復
旧
す
る
だ
け
で
は
再
度
災
害
防
止
が

図
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
災
害
関
連
事
業
に
よ
り
改
良

復
旧
を
行
う
よ
う
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
線
形
お
よ
び
縦
断
勾
配
の
見
直
し

や
河
川
断
面
の
拡
大
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
七
・
一

五
豪
雨
災
害
と
同
程
度
の
出
水
に
お
い
て
も
、
家
屋

へ
の
浸
水
被
害
を
生
じ
さ
せ
な
い
計
画
と
な
り
ま
し

た
。

　
翌
年
の
平
成
二
十
三
（
二
〇
一
一
）
年
、
台
風
第

十
五
号
来
襲
時
に
は
、
御
嵩
雨
量
観
測
所
で
時
間
雨

量
七
十
六
㎜
、
二
十
四
時
間
最
大
雨
量
三
〇
二
㎜
と

い
う
雨
量
を
観
測
し
、
土
田
地
区
で
は
平
成
二
十
二

（
二
〇
一
〇
）
年
の
被
災
時
と
同
等
の
約
一
二
〇
〇

㎥
／
ｓ
の
流
量
が
発
生
し
ま
し
た
が
、
改
良
復
旧
事

業
に
よ
る
河
道
掘
削
が
ほ
ぼ
完
了
し
河
道
断
面
が

拡
大
し
て
い
た
た
め
、
右
岸
側
の
駐
車
場
の
一
部
が

浸
水
し
た
も
の
の
、
家
屋
等
へ
の
浸
水
被
害
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　
人
的
被
害
が
出
た
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
に
つ
い
て
は
、

河
川
の
水
位
・
雨
量
と
連
動
し
た
交
通
規
制
を
実
施

す
る
よ
う
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
し
、
市
道
五
〇
号
線
ア
ン

ダ
ー
パ
ス
で
は
、
監
視
カ
メ
ラ
・
電
光
表
示
板
な
ど

を
設
置
し
現
場
状
況
の
把
握
と
迅
速
な
交
通
規
制

が
実
施
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
規
制

情
報
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
・
防
災

無
線
報
な
ど
を
活
用
し
て
、
通
行
者
・
市
民
と
情
報

の
共
有
化
を
図
り
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
も
市
内
全

て
の
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
を
表
示
し
、
豪
雨
時
の
危
険
回

避
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　
ま
た
ソ
フ
ト
対
策
の
一
環
と
し
て
、
延
べ
約
四
万

世
帯
、
十
万
人
以
上
に
避
難
指
示
ま
た
は
避
難
勧
告

を
発
令
し
た
経
験
か
ら
、
自
治
会
と
連
携
し
、
過
去

の
豪
雨
災
害
の
記
憶
を
記
録
と
し
て
残
す
「
わ
が
家

の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
を
住
民
に
作
成
し
て
も
ら
う

取
り
組
み
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
各
自
治

会
が
ま
ち
歩
き
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
、
過
去

の
災
害
や
豪
雨
時
の
地
域
の
状
況
に
つ
い
て
収
集
し

た
情
報
に
基
づ
い
て
自
治
会
ご
と
に
危
険
な
箇
所
を

記
入
し
た
地
図
を
基
礎
デ
ー
タ
と
し
て
作
成
し
た
も

の
で
、
市
内
全
戸
に
配
布
さ
れ
て
い
ま
す
。
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平
成
二
十
二
（
二
〇
一
〇
）
年
七
月
十
五
日
か
ら
十

六
日
未
明
に
か
け
て
、
東
濃
・
中
濃
地
方
で
非
常
に
激

し
い
雨
が
降
り
、
い
わ
ゆ
る
「
七
・
一
五
豪
雨
災
害
」

が
発
生
し
ま
し
た
。

　
可
児
市
で
は
各
地
で
道
路
冠
水
、
家
屋
の
浸
水
、
土

砂
崩
れ
な
ど
の
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
が
、
特
に
土
田

地
区
で
は
、
可
児
川
の
越
水
に
よ
り
車
両
が
流
さ
れ
る

人
的
被
害
が
発
生
し
、
ま
た
広
見
地
区
で
は
、
可
児
川

堤
防
が
決
壊
し
多
く
の
家
屋
が
浸
水
し
ま
し
た
。

　
被
災
後
、
災
害
の
検
証
が
行
わ
れ
、
可
児
川
改
修
を

は
じ
め
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
対
策
が

講
じ
ら
れ
ま
し
た
。

今から十年前に発生した
可児川の氾濫

一
．
可
児
川
流
域
の
水
害

　
可
児
川
流
域
は
古
来
よ
り
洪
水
氾
濫
の
多
い
地
域
で
、

支
流
の
瀬
田
川
や
久
々
利
川
も
し
ば
し
ば
氾
濫
し
、
家
屋

や
耕
地
の
浸
水
被
害
が
頻
発
し
ま
し
た
。

　
江
戸
時
代
の
可
児
川
絵
図
に
は
、
川
除
堤
（
護
岸
堤
）

や
竹
籠
に
石
を
詰
め
た
工
作
物
「
蛇
籠
」
な
ど
の
水
制
が

描
か
れ
て
お
り
、
可
児
川
で
洪
水
が
発
生
し
治
水
工
事
が

行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
り
ま
す
。
ま
た
瀬
田
の
太
元
神

社
の
「
太
元
宮
御
神
祭
記
」
に
は
、
明
暦
元
（
一
六
五
五
）

年
か
ら
元
禄
二
（
一
六
八
九
）
年
に
か
け
て
可
児
川
で
何

度
も
洪
水
が
お
き
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
近
代
以
降
、
可
児
川
流
域
で
は
治
水
事
業
が
進
め
ら
れ

て
き
ま
し
た
が
、
そ
の
一
方
で
広
見
周
辺
の
市
街
地
拡
大

な
ど
に
よ
り
、
可
児
駅
周
辺
で
浸
水
被
害
が
発
生
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　
昭
和
三
十
二
（
一
九
五
七
）
年
に
は
、
可
児
川
左
岸
の

乗
里
集
落
が
濁
流
に
飲
み
込
ま
れ
、
右
岸
の
可
児
駅
周
辺

で
も
浸
水
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
同
三
十
四
（
一
九
五

九
）
年
の
伊
勢
湾
台
風
で
も
、
可
児
川
流
域
で
堤
防
決
壊

に
よ
っ
て
農
地
や
道
路
、
学
校
な
ど
の
施
設
に
被
害
が
出

て
い
ま
す
。

　
そ
の
後
、
水
害
が
発
生
し
や
す
い
箇
所
で
は
、
堤
防
や

護
岸
施
設
の
整
備
な
ど
が
進
み
、
昭
和
五
十
年
代
以
降
に

は
顕
著
な
水
害
は
発
生
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
例
え
ば
平
成

十
二
（
二
〇
〇
〇
）
年
九
月
に
は
、
二
日
間
の
総
雨
量
が

三
四
四
㎜
と
い
う
豪
雨
が
降
り
ま
し
た
が
、
可
児
川
で
は

氾
濫
被
害
は
発
生
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
平
成
十
六
（
二
〇
〇
四
）
年
時
点
で
、
超
過
確
率 1

/5
0

の
改
修
が
可
児
川
本
川
で
は
ほ
ぼ
一
〇
〇
％
、
最
大
支
川

の
久
々
利
川
で
は
七
十
五
％
以
上
と
い
う
、
県
下
で
も
有

数
の
治
水
整
備
が
進
ん
だ
河
川
で
し
た
。

二
．
七
・
一
五
豪
雨
災
害

　
平
成
二
十
二
（
二
〇
一
〇
）
年
の
梅
雨
後
期
、
九

州
か
ら
本
州
付
近
に
停
滞
し
て
い
た
梅
雨
前
線
の
断

続
的
な
活
動
が
活
発
と
な
っ
た
た
め
、
七
月
上
旬
に

は
鹿
児
島
県
な
ど
で
、
中
旬
に
は
福
岡
県
、
山
口
県
、

広
島
県
、
兵
庫
県
、
長
野
県
な
ど
で
、
氾
濫
災
害
や

土
砂
災
害
な
ど
の
豪
雨
災
害
が
発
生
し
、
全
国
で
死

者
十
六
名
、
行
方
不
明
者
五
名
と
い
う
人
的
被
害
を

も
た
ら
し
ま
し
た
。

　
岐
阜
県
に
お
い
て
も
、
東
濃
・
中
濃
地
方
で
局
地

的
に
一
時
間
に
六
十
㎜
を
こ
え
る
非
常
に
激
し
い
雨

が
降
り
、
可
児
市
、
御
嵩
町
、
八
百
津
町
な
ど
で
死

者
四
名
・
行
方
不
明
者
二
名
・
重
傷
者
一
名
の
人
的

被
害
を
伴
う
氾
濫
災
害
や
土
砂
災
害
が
発
生
し
、
八

百
津
町
を
中
心
に
全
壊
・
半
壊
・
一
部
破
損
家
屋
、

計
十
五
棟
、
可
児
川
流
域
を
中
心
に
床
上
浸
水
七
十

五
棟
、
床
下
浸
水
三
八
〇
棟
な
ど
、
甚
大
な
被
害
が

生
じ
ま
し
た
。

　
十
五
日
夕
方
か
ら
夜
遅
く
に
か
け
て
発
達
し
た
雨

雲
が
、
愛
知
県
尾
張
西
北
部
か
ら
岐
阜
県
中
濃
・
東

濃
付
近
に
停
滞
し
、
数
時
間
に
わ
た
っ
て
局
地
的
に

非
常
に
激
し
い

雨
を
降
ら
せ
ま

し
た
。
可
児
川

上
流
に
位
置
す

る
御
嵩
雨
量
観

測
所
の
記
録
で

は
、
時
間
最
大

雨
量
七
十
六
㎜

は
同
観
測
所
史

上
第
一
位
で
、

二
十
四
時
間
最

大
雨
量
に
つ
い

て
も
第
二
位
を

記
録
し
て
い
ま

す
。

　
同
観
測
所
の

十
五
日
十
七
時

か
ら
の
六
時
間
雨
量
は
二
三
八
㎜
を
観
測
し
ま
し
た

が
、
こ
の
六
時
間
の
可
児
川
流
域
平
均
雨
量
を
確
率

評
価
す
る
と
、
お
お
む
ね
一
三
〇
年
に
一
度
発
生
す

る
規
模
の
降
雨
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
集
中
豪
雨
域
に
流
域
の
ほ
と
ん
ど
が
す
っ
ぽ

り
と
覆
わ
れ
た
可
児
川
で
は
、
本
支
川
に
お
い
て
未

曾
有
の
出
水
が
発
生
し
ま
し
た
。
岐
阜
県
河
川
課
の

水
理
解
析
に
よ
る
と
、
可
児
川
出
口
の
木
曽
川
合
流

点
で
の
流
量
は
、
暫
定
計
画
高
水
流
量
八
一
〇
㎥
／
ｓ

の
二
倍
に
あ
た
る
一
六
〇
〇
㎥
／
ｓ
に
上
が
っ
た
と

推
察
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
の
地
点
で
も
、
本
支

川
の
各
所
で
洪
水
流
の
最
高
水
位
が
計
画
高
水
位
を

上
回
る
状
況
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
比
較
的
治
水
整
備
が
進
ん
で
い
た
可
児
川
流
域

で
し
た
が
、
こ
う
し
た
想
定
以
上
の
出
水
に
よ
っ

て
、
本
支
川
の
各
所
で
氾
濫
被
害
が
発
生
し
ま
し

た
。

　
も
っ
と
も
被
害
が
大
き
か
っ
た
の
は
、
可
児
川
下
流

部
の
土
田
地
区
で
、
可
児
川
の
流
路
が
二
つ
に
別
れ
、

名
鉄
広
見
線
の
鉄
橋
の
手
前
で
合
流
し
て
い
る
地
点

で
す
。
土
田
水
位
観
測
所
で
は
、
二
十
時
三
十
一
分
に

最
大
流
量
一
二
五
〇
㎥
／
ｓ
を
記
録
、
戸
走
橋
地
点
で

の
流
量
は
途
中
の
支
川
の
合
流
を
合
わ
せ
て
ピ
ー
ク

時
に
約
一
四
〇
〇
㎥
／
ｓ
と
推
定
さ
れ
ま
す
。
戸
走
橋

の
上
下
流
で
越
水
が
発
生
し
、
左
右
両
岸
の
一
四
・
八

ha
が
浸
水
、
床
上
浸
水
四
棟
、
床
下
浸
水
一
棟
の
被
害

が
あ
り
ま
し
た
。
ト
ラ
ッ
ク
二
十
八
台
・
乗
用
車
二
十

一
台
が
水
没
・
流
失
す
る
被
害
も
発
生
し
て
い
ま
す

が
、
多
数
の
ト
ラ
ッ
ク
が
い
と
も
簡
単
に
流
さ
れ
て
、

名
鉄
線
の
市
道
５
０
号
線
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
付
近
に
重

な
り
あ
っ
た
映
像
が
報
道
で
流
さ
れ
、
氾
濫
し
た
水
の

威
力
を
見
せ
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
で

は
、
通
過
し
よ
う
と
し
た
乗
用
車
が
流
さ
れ
、
死
者
一

名
・
行
方
不
明
者
二
名
の
被
災
者
が
出
て
い
ま
す
。

　
広
見
地
区
で
は
、Ｊ
Ｒ
太
多
線
橋
梁
上
流
に
お
い
て

暫
定
計
画
で
あ
る
四
九
〇
㎥
／
ｓ
の
流
下
能
力
を
大
き

く
上
回
る
約
六
七
〇
㎥
／
ｓ
の
洪
水
が
流
下
し
た
た

め
、
左
岸
側
に
お
い
て
、
湾
曲
部
外
側
に
生
じ
る
水
位

上
昇
に
よ
っ
て
越
水
が
発
生
し
ま
し
た
。
そ
の
後
流
水

の
一
部
が
下
流
に
向
か
い
、
道
路
斜
面
に
沿
っ
て
左
岸

堤
防
の
川
裏
を
流
下
し
、
堤
防
裏
法
面
が
洗
掘
さ
れ
決

壊
に
至
り
ま
し
た
。
こ
の
越
水
・
決
壊
に
よ
り
、
浸
水

面
積
六
・
五
ha
・
床
上
浸
水
十
六
棟
・
床
下
浸
水
十
三

棟
の
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

三
．
可
児
川
に
お
け
る
水
害
対
策

　
可
児
川
の
復
旧
方
針
は
、
被
災
し
た
河
川
管
理
施

設
を
原
形
復
旧
す
る
だ
け
で
は
再
度
災
害
防
止
が

図
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
災
害
関
連
事
業
に
よ
り
改
良

復
旧
を
行
う
よ
う
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
線
形
お
よ
び
縦
断
勾
配
の
見
直
し

や
河
川
断
面
の
拡
大
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
七
・
一

五
豪
雨
災
害
と
同
程
度
の
出
水
に
お
い
て
も
、
家
屋

へ
の
浸
水
被
害
を
生
じ
さ
せ
な
い
計
画
と
な
り
ま
し

た
。

　
翌
年
の
平
成
二
十
三
（
二
〇
一
一
）
年
、
台
風
第

十
五
号
来
襲
時
に
は
、
御
嵩
雨
量
観
測
所
で
時
間
雨

量
七
十
六
㎜
、
二
十
四
時
間
最
大
雨
量
三
〇
二
㎜
と

い
う
雨
量
を
観
測
し
、
土
田
地
区
で
は
平
成
二
十
二

（
二
〇
一
〇
）
年
の
被
災
時
と
同
等
の
約
一
二
〇
〇

㎥
／
ｓ
の
流
量
が
発
生
し
ま
し
た
が
、
改
良
復
旧
事

業
に
よ
る
河
道
掘
削
が
ほ
ぼ
完
了
し
河
道
断
面
が

拡
大
し
て
い
た
た
め
、
右
岸
側
の
駐
車
場
の
一
部
が

浸
水
し
た
も
の
の
、
家
屋
等
へ
の
浸
水
被
害
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　
人
的
被
害
が
出
た
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
に
つ
い
て
は
、

河
川
の
水
位
・
雨
量
と
連
動
し
た
交
通
規
制
を
実
施

す
る
よ
う
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
し
、
市
道
五
〇
号
線
ア
ン

ダ
ー
パ
ス
で
は
、
監
視
カ
メ
ラ
・
電
光
表
示
板
な
ど

を
設
置
し
現
場
状
況
の
把
握
と
迅
速
な
交
通
規
制

が
実
施
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
規
制

情
報
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
・
防
災

無
線
報
な
ど
を
活
用
し
て
、
通
行
者
・
市
民
と
情
報

の
共
有
化
を
図
り
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
も
市
内
全

て
の
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
を
表
示
し
、
豪
雨
時
の
危
険
回

避
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　
ま
た
ソ
フ
ト
対
策
の
一
環
と
し
て
、
延
べ
約
四
万

世
帯
、
十
万
人
以
上
に
避
難
指
示
ま
た
は
避
難
勧
告

を
発
令
し
た
経
験
か
ら
、
自
治
会
と
連
携
し
、
過
去

の
豪
雨
災
害
の
記
憶
を
記
録
と
し
て
残
す
「
わ
が
家

の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
を
住
民
に
作
成
し
て
も
ら
う

取
り
組
み
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
各
自
治

会
が
ま
ち
歩
き
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
、
過
去

の
災
害
や
豪
雨
時
の
地
域
の
状
況
に
つ
い
て
収
集
し

た
情
報
に
基
づ
い
て
自
治
会
ご
と
に
危
険
な
箇
所
を

記
入
し
た
地
図
を
基
礎
デ
ー
タ
と
し
て
作
成
し
た
も

の
で
、
市
内
全
戸
に
配
布
さ
れ
て
い
ま
す
。
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一
．
木
曽
三
川
改
修
計
画
図
の

　
　
計
画
値

　
愛
知
県
愛
西
市
の
木
曽
川
文
庫
に
展
示
さ
れ
て
い

る
「
木
曽
三
川
改
修
計
画
図
」
に
、
〝
計
画
低
水
位
〟

と
〝
計
画
高
水
位
〟
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
文
字
通
り
、
河
川
改
修
を
進
め
る
際
に
想
定
し
た

水
位
で
、
長
期
に
雨
が
少
な
い
渇
水
時
の
水
位
が
〝
計

画
低
水
位
〟
で
、
洪
水
時
に
こ
こ
ま
で
来
る
だ
ろ
う
と

想
定
し
た
水
位
が
〝
計
画
高
水
位
〟
と
な
り
ま
す
。

　
渇
水
時
で
も
、
船
を
通
す
た
め
に
は
喫
水
が
確
保
で

き
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
洪
水
時
の
水
位
よ
り

高
く
堤
防
を
築
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
計
画

低
水
位
と
計
画
高
水
位
は
、
河
川
改
修
を
実
施
す
る

際
の
重
要
な
目
安
と
な
る
水
位
と
な
る
の
で
す
。

　
で
は
、
こ
れ
ら
の
〝
計
画
水
位
〟
は
、
ど
の
よ
う
に

し
て
決
め
ら
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
現
在
の
治
水
計
画
で
は
、
「
雨
量
と
流
量
」
を
基
本

に
し
て
計
画
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
長
期
間
に
わ
た

り
観
測
し
た
雨
量
、
流
量
の
デ
ー
タ
を
も
と
に
確
率
計

算
し
、
例
え
ば
木
曽
川
の
治
水
計
画
で
あ
れ
ば
、
一
五

〇
年
に
一
回
発
生
す
る
雨
量
か
ら
流
量
を
計
算
し
、
こ

れ
を
計
画
高
水
流
量
と
し
て
、
こ
の
流
量
が
流
れ
た
時

の
水
位
を
計
画
高
水
位
と
決
め
て
い
ま
す
。
計
画
低
水

位
も
、
同
様
な
考
え
方
で
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
木
曽
川
文
庫
に
展
示
さ
れ
て
い
る
明
治
改
修
の
設

計
図
で
あ
る
「
木
曽
三
川
改
修
計
画
図
」
で
も
計
画
流

量
の
記
載
が
あ
り
ま
す
が
、
現
在
の
よ
う
に
多
く
の

デ
ー
タ
か
ら
確
率
処
理
を
し
て
、
計
画
流
量
を
求
め
た

形
跡
は
あ
り
ま
せ
ん
。
本
号
で
は
、
具
体
的
に
木
曽
三

川
の
明
治
改
修
計
画
で
決
め
ら
れ
た
計
画
値
が
、
ど
の

よ
う
に
決
め
ら
れ
た
の
か
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

二
．
流
量
と
流
速
に
つ
い
て

　
水
の
流
れ
る
速
度
と
流
量
の
関
係
は
次
の
通
り
、
流
量

（
Ｑ
）
は
、
流
れ
の
速
度
（
Ｖ
）
と
流
れ
る
断
面
積
（
Ａ
）

の
積
で
計
算
さ
れ
ま
す
。

　
つ
ま
り
、
流
量
を
知

る
た
め
に
は
、
実
際
に

流
れ
て
い
る
水
の
速
度

と
断
面
積
を
計
測
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
明
治
時
代
も
断
面
積

は
、
今
の
よ
う
な
精
度

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
十

分
な
精
度
を
持
つ
測
量

は
可
能
で
し
た
。

　
で
は
流
速
は
ど
の
よ

う
に
し
て
測
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
。

三
．
流
速
の
測
定
方
法

　
洪
水
時
に
は
、
浮
子
と
い
う
重
り
の
つ
い
た
棒
型
の
ウ

キ
を
流
し
て
流
速
を
測
定
し
ま
す
が
、
流
量
が
少
な
い
平

常
時
の
流
速
の
計
測
は
、
流
れ
の
中
に
プ
ロ
ペ
ラ
を
沈

め
、
水
の
流
れ
で
風
車
の
よ
う
に
プ
ロ
ペ
ラ
が
回
転
し
、

あ
る
一
定
時
間
で
の
プ
ロ
ペ
ラ
の
回
転
数
を
数
え
て
流
速

を
求
め
ま
す
。

　
明
治
十
四
（
一
八
八
一
）
年
十
二
月
、
デ
・
レ
イ
ケ
は

石
井
土
木
局
長
へ
の
文
書
で
、
『
木
曽
川
で
使
用
す
る
流

速
計
が
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
か
ら
、
流
量
の
少

で
得
ら
れ
ま
す
。

　
な
お
、
尺
単
位
に
換
算
し
た
バ
ザ
ン
の
式
に
つ
い
て
、

『
治
水
総
論
』
で
は
式
に
つ
い
て
「
日
本
尺
度
に
改
算
し

て
」
と
だ
け
記
し
て
い
ま
す
が
、
「
エ
ッ
シ
ャ
ー
家
文
書

Ｉ
」
に
は
、
メ
ー
ト
ル
単
位
の
係
数
を
尺
単
位
へ
変
換
し
た

表
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

五
．
計
画
低
水
・
高
水
時
の

 
 
 

川
幅
の
決
定

（
一
）
我
が
国
で
最
初
の
「
計
画
高
水
流
量
」
の
策
定

　
デ
・
レ
イ
ケ
が
、
木
曽
三
川
を
初
め
て
訪
れ
て
か
ら
八

年
後
の
明
治
十
九
（
一
八
八
六
）
年
に
「
木
曽
川
下
流
改

修
計
画
」
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
で
、
我
が
国
で
は

初
め
て
計
画
高
水
流
量
、
計
画
低
水
流
量
な
ど
の
計
画
諸

元
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
計
画
諸
元
は
、
過
去
の
洪
水
時
の
最
高
水
位

で
求
め
ら
れ
、
「
Ｉ
」
は
水
面
勾
配
で
す
。
「
Ｃ
」
は
シ
ェ

ジ
ー
係
数
と
呼
ば
れ
ま
す
が
、
定
数
で
は
な
く
河
床
の
形
状

や
水
深
な
ど
に
も
関
係
し
て
変
化
し
ま
す
。

　
流
れ
の
速
度
は
水
が
接
し
て
い
る
部
分
が
多
い
と
摩
擦
な

ど
に
よ
っ
て
遅
く
な
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
「
Ｒ
」
（
径
深)

と
「
Ｈ
」
（
水
深
）
と
の
関
係
は
、

長
方
形
断
面
の
「
Ｒ
」
（
径
深
）
か
ら
、

で
、
「
Ｈ
」
（
水
深
）
に
比
べ
て
水
「
Ｂ
」
（
水
路
幅
）
が
極

め
て
大
き
い
場
合
、H

/B

→0

と
な
り
、
「
Ｒ
」
（
径
深
）
は

「
Ｈ
」
（
水
深
）
と
等
し
く
な
る
た
め
、
多
く
の
大
河
川
で

は
「
Ｒ
」
（
径
深
）
の
替
わ
り
に
「
Ｈ
」
（
水
深
）
が
使
用
さ

れ
ま
す
。

　
シ
ェ
ジ
ー
式
が
提
案
さ
れ
て
ほ
ぼ
一
〇
〇
年
後
、
バ
ザ
ン

（
一
八
二
九
～
一
九
一
七
）
が
係
数
「
Ｃ
」
を
定
数
と
径
深
で

表
現
し
た
式
を
提
案
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
公
式
は
、
前
節
で
述
べ
た
方
法
な
ど
で
実
際
の

観
測
に
よ
っ
て
経
験
的
に
求
め
ら
れ
た
公
式
で
あ
り
、
長
さ

の
単
位
が
変
わ
れ
ば
式
が
変
わ
り
ま
す
。

　
明
治
五
（
一
八
七
二
）
年
に
、
初
め
て
来
日
し
た
オ
ラ
ン

ダ
長
工
師
ド
ー
ル
ン
が
、
翌
、
明
治
六
（
一
八
七
三
）
年
に

著
し
た
『
治
水
総
論
』
で
、
バ
ザ
ン
の
メ
ー
ト
ル
単
位
の
式

を
尺
単
位
に
書
き
直
し
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
に
、
「V

o

」
は
水
表
面
流
速
（
尺/

秒
）
、
「
Ｒ
」
は

径
深
（
尺
）
、
「
Ｉ
」
は
水
面
勾
配
で
す
。

　
ま
た
、
「
Ｑ
」
は
「
Ｖ
」
と
「
Ａ
」
と
の
積
な
の
で
、

「
Ｂ
」
の
川
幅
（
尺
）
は
前
式
よ
り
、

や
流
量
観
測
な
ど
現
地
の
状
況
な
ど
か
ら
、
低
水
路
や
堤

防
位
置
、
堤
防
の
高
さ
な
ど
の
新
し
い
河
道
計
画
を
設
定

し
、
前
述
の
バ
ザ
ン
や
シ
ェ
ジ
ー
な
ど
の
経
験
式
に
よ
り

平
均
流
速
を
計
算
し
て
、
計
画
流
量
を
決
定
し
て
い
た
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　
前
出
の
表
は
、
明
治
改
修
計
画
時
に
決
め
ら
れ
た
計
画

諸
元
の
数
値
で
す
が
、
こ
の
数
値
と
明
治
改
修
図
に
記
載

さ
れ
て
い
る
様
々
な
数
値
の
関
係
に
つ
い
て
見
て
み
ま

し
ょ
う
。

（
二
）
計
画
高
水
・
低
水
流
量
の
決
定

　
明
治
改
修
に
お
け
る
下
流
改
修
工
事
の
目
標
と
し
た

計
画
高
水
流
量
は
、
明
治
十
四
（
一
八
八
一
）
年
五
月
と

同
十
七
（
一
八
八
四
）
年
七
月
、
同
十
八
（
一
八
八
五
）

年
六
月
の
洪
水
痕
跡
を
用
い
て
、
左
図
の
よ
う
な
手
順
で

洪
水
流
量
を
逆
算
し
、
複
数
個
の
こ
れ
ら
の
値
よ
り
決
定

し
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
当
時
の
詳
し
い
計
算
は
残
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
三
回
の
洪

水
時
の
痕
跡
か
ら
、
水
面
勾
配
と
明
治
十
四
（
一
八
八
一
）

年
か
ら
明
治
十
六
（
一
八
八
三
）
年
に
か
け
て
実
施
さ
れ

た
測
量
結
果
と
、
前
項
②
の
式
か
ら
流
速
や
流
量
を
求
め

た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
明
治
二
十
（
一
八
八
七
）
年
か
ら
開
始
し
た
明
治
改

修
工
事
で
は
、
低
水
工
事
は
無
論
の
こ
と
、
高
水
工
事

に
対
応
す
る
河
道
幅
等
が
当
時
最
新
の
河
川
工
学
の
知

識
を
集
結
し
て
計
画
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
我
が

国
最
初
に
計
画
高
水
流
量
が
木
曽
三
川
で
決
め
ら
れ
ま

し
た
。
ま
た
治
水
計
画
の
設
計
図
は
日
本
の
長
さ
の
単

位
で
あ
る
「
尺
」
で
策
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
最
後
の

図
面
に
は
「ft

」（
フ
ィ
ー
ト
）
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
理
由
は
、
何
で
し
ょ
う
か
。

　
設
計
責
任
者
デ
・
レ
イ
ケ
へ
の
配
慮
か
、
計
画
図
に

は
設
計
時
の
数
値
の
単
位
だ
け
を
フ
ィ
ー
ト
に
書
き
直

し
て
記
載
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

地域と河川　第九編

計画流量の推算と記載された数値
－明治改修計画図に見る その２－

な
い
冬
季
（
渇
水
期
）
に
流
速
を
測
定
す
る
こ
と
。』
と

述
べ
て
い
ま
す
。

　
回
転
す
る
プ
ロ
ペ
ラ
が
取
り
付
け
ら
れ
た
ね
じ
歯
車
の
回

転
が
斜
歯
歯
車
（
ね
じ
山
五
十
個
）
に
伝
え
ら
れ
、
こ
の
歯

車
と
同
じ
軸
に
取
り
付
け
ら
れ
た
平
歯
車
（
ね
じ
山
十
個
）

か
ら
次
の
平
歯
車
（
ね
じ
山
二
五
〇
個
）
に
伝
わ
る
仕
掛
け

で
す
。

　
測
定
時
に
は
、
流
速
を
測
定
し
た
い
水
中
の
所
定
の
測
定

位
置
に
流
速
計
を
設
置
す
る
と
、
水
の
流
れ
で
プ
ロ
ペ
ラ
が

回
転
し
始
め
ま
す
。
そ
し
て
、
歯
車
後
方
の
紐
を
引
い
て
ね

じ
歯
車
と
斜
歯
歯
車
を
か
み
合
わ
せ
て
プ
ロ
ペ
ラ
の
回
転
数

を
平
歯
車
に
伝
え
、
所
定
の
時
間
の
後
、
ね
じ
歯
車
の
か
み

合
わ
せ
を
解
き
、
回
転
数
を
記
録
し
ま
す
。

　
そ
の
後
、
事
前
に
検
査
し
て
あ
る
流
速
計
の
単
位
時
間
で

の
歯
車
の
回
転
数
と
流
速
と
の
関
係
よ
り
、
測
定
位
置
の
流

速
を
決
定
す
る
の
で
す
。

四
．
シ
ェ
ジ
ー
式
に
よ
る

    

平
均
流
速
の
推
定

　
前
述
の
河
川
の
流
速
を
実
際

に
測
定
し
流
量
を
求
め
る
方
法

は
、
い
つ
も
出
来
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
ま
し
て
や
、
工

事
後
の
新
し
い
河
道
の
流
速

は
、
測
り
よ
う
が
あ
り
ま
せ

ん
。

　
フ
ラ
ン
ス
人
の
シ
ェ
ジ
ー
（
一

七
一
八
～
一
七
九
八
）
は
、
河
川

を
流
れ
る
流
水
の
「
Ｖ
」
（
平
均

流
速
）
を

と
表
し
ま
し
た
。
こ
こ
に
、
「
Ｒ
」
（
径
深
）
は
「
Ａ
」
（
断

面
積
）
を
「
Ｓ
」
（
潤
辺 

：
流
水
の
横
断
面
で
水
に
接
し
て

い
る
区
間
の
長
さ
）
で
除
し
、
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明治時代のドイツ製のプロペラ流速計（木曽川文庫蔵）

「オルトマン」流速計

 〈出典：『君嶋大測量学　下巻』に加筆〉

流量の概念図

 〈出典：国土技術政策総合研究所ホームページ〉

径深等の定義図

明治改修諸元〈出典：『デレーケとその業績』〉

川幅の決定〈出典：『デレーケとその業績』に加筆〉
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一
．
木
曽
三
川
改
修
計
画
図
の

　
　
計
画
値

　
愛
知
県
愛
西
市
の
木
曽
川
文
庫
に
展
示
さ
れ
て
い

る
「
木
曽
三
川
改
修
計
画
図
」
に
、
〝
計
画
低
水
位
〟

と
〝
計
画
高
水
位
〟
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
文
字
通
り
、
河
川
改
修
を
進
め
る
際
に
想
定
し
た

水
位
で
、
長
期
に
雨
が
少
な
い
渇
水
時
の
水
位
が
〝
計

画
低
水
位
〟
で
、
洪
水
時
に
こ
こ
ま
で
来
る
だ
ろ
う
と

想
定
し
た
水
位
が
〝
計
画
高
水
位
〟
と
な
り
ま
す
。

　
渇
水
時
で
も
、
船
を
通
す
た
め
に
は
喫
水
が
確
保
で

き
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
洪
水
時
の
水
位
よ
り

高
く
堤
防
を
築
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
計
画

低
水
位
と
計
画
高
水
位
は
、
河
川
改
修
を
実
施
す
る

際
の
重
要
な
目
安
と
な
る
水
位
と
な
る
の
で
す
。

　
で
は
、
こ
れ
ら
の
〝
計
画
水
位
〟
は
、
ど
の
よ
う
に

し
て
決
め
ら
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
現
在
の
治
水
計
画
で
は
、
「
雨
量
と
流
量
」
を
基
本

に
し
て
計
画
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
長
期
間
に
わ
た

り
観
測
し
た
雨
量
、
流
量
の
デ
ー
タ
を
も
と
に
確
率
計

算
し
、
例
え
ば
木
曽
川
の
治
水
計
画
で
あ
れ
ば
、
一
五

〇
年
に
一
回
発
生
す
る
雨
量
か
ら
流
量
を
計
算
し
、
こ

れ
を
計
画
高
水
流
量
と
し
て
、
こ
の
流
量
が
流
れ
た
時

の
水
位
を
計
画
高
水
位
と
決
め
て
い
ま
す
。
計
画
低
水

位
も
、
同
様
な
考
え
方
で
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
木
曽
川
文
庫
に
展
示
さ
れ
て
い
る
明
治
改
修
の
設

計
図
で
あ
る
「
木
曽
三
川
改
修
計
画
図
」
で
も
計
画
流

量
の
記
載
が
あ
り
ま
す
が
、
現
在
の
よ
う
に
多
く
の

デ
ー
タ
か
ら
確
率
処
理
を
し
て
、
計
画
流
量
を
求
め
た

形
跡
は
あ
り
ま
せ
ん
。
本
号
で
は
、
具
体
的
に
木
曽
三

川
の
明
治
改
修
計
画
で
決
め
ら
れ
た
計
画
値
が
、
ど
の

よ
う
に
決
め
ら
れ
た
の
か
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

二
．
流
量
と
流
速
に
つ
い
て

　
水
の
流
れ
る
速
度
と
流
量
の
関
係
は
次
の
通
り
、
流
量

（
Ｑ
）
は
、
流
れ
の
速
度
（
Ｖ
）
と
流
れ
る
断
面
積
（
Ａ
）

の
積
で
計
算
さ
れ
ま
す
。

　
つ
ま
り
、
流
量
を
知

る
た
め
に
は
、
実
際
に

流
れ
て
い
る
水
の
速
度

と
断
面
積
を
計
測
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
明
治
時
代
も
断
面
積

は
、
今
の
よ
う
な
精
度

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
十

分
な
精
度
を
持
つ
測
量

は
可
能
で
し
た
。

　
で
は
流
速
は
ど
の
よ

う
に
し
て
測
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
。

三
．
流
速
の
測
定
方
法

　
洪
水
時
に
は
、
浮
子
と
い
う
重
り
の
つ
い
た
棒
型
の
ウ

キ
を
流
し
て
流
速
を
測
定
し
ま
す
が
、
流
量
が
少
な
い
平

常
時
の
流
速
の
計
測
は
、
流
れ
の
中
に
プ
ロ
ペ
ラ
を
沈

め
、
水
の
流
れ
で
風
車
の
よ
う
に
プ
ロ
ペ
ラ
が
回
転
し
、

あ
る
一
定
時
間
で
の
プ
ロ
ペ
ラ
の
回
転
数
を
数
え
て
流
速

を
求
め
ま
す
。

　
明
治
十
四
（
一
八
八
一
）
年
十
二
月
、
デ
・
レ
イ
ケ
は

石
井
土
木
局
長
へ
の
文
書
で
、
『
木
曽
川
で
使
用
す
る
流

速
計
が
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
か
ら
、
流
量
の
少

で
得
ら
れ
ま
す
。

　
な
お
、
尺
単
位
に
換
算
し
た
バ
ザ
ン
の
式
に
つ
い
て
、

『
治
水
総
論
』
で
は
式
に
つ
い
て
「
日
本
尺
度
に
改
算
し

て
」
と
だ
け
記
し
て
い
ま
す
が
、
「
エ
ッ
シ
ャ
ー
家
文
書

Ｉ
」
に
は
、
メ
ー
ト
ル
単
位
の
係
数
を
尺
単
位
へ
変
換
し
た

表
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

五
．
計
画
低
水
・
高
水
時
の

 
 
 

川
幅
の
決
定

（
一
）
我
が
国
で
最
初
の
「
計
画
高
水
流
量
」
の
策
定

　
デ
・
レ
イ
ケ
が
、
木
曽
三
川
を
初
め
て
訪
れ
て
か
ら
八

年
後
の
明
治
十
九
（
一
八
八
六
）
年
に
「
木
曽
川
下
流
改

修
計
画
」
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
で
、
我
が
国
で
は

初
め
て
計
画
高
水
流
量
、
計
画
低
水
流
量
な
ど
の
計
画
諸

元
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
計
画
諸
元
は
、
過
去
の
洪
水
時
の
最
高
水
位

で
求
め
ら
れ
、
「
Ｉ
」
は
水
面
勾
配
で
す
。
「
Ｃ
」
は
シ
ェ

ジ
ー
係
数
と
呼
ば
れ
ま
す
が
、
定
数
で
は
な
く
河
床
の
形
状

や
水
深
な
ど
に
も
関
係
し
て
変
化
し
ま
す
。

　
流
れ
の
速
度
は
水
が
接
し
て
い
る
部
分
が
多
い
と
摩
擦
な

ど
に
よ
っ
て
遅
く
な
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
「
Ｒ
」
（
径
深)

と
「
Ｈ
」
（
水
深
）
と
の
関
係
は
、

長
方
形
断
面
の
「
Ｒ
」
（
径
深
）
か
ら
、

で
、
「
Ｈ
」
（
水
深
）
に
比
べ
て
水
「
Ｂ
」
（
水
路
幅
）
が
極

め
て
大
き
い
場
合
、H

/B

→0

と
な
り
、
「
Ｒ
」
（
径
深
）
は

「
Ｈ
」
（
水
深
）
と
等
し
く
な
る
た
め
、
多
く
の
大
河
川
で

は
「
Ｒ
」
（
径
深
）
の
替
わ
り
に
「
Ｈ
」
（
水
深
）
が
使
用
さ

れ
ま
す
。

　
シ
ェ
ジ
ー
式
が
提
案
さ
れ
て
ほ
ぼ
一
〇
〇
年
後
、
バ
ザ
ン

（
一
八
二
九
～
一
九
一
七
）
が
係
数
「
Ｃ
」
を
定
数
と
径
深
で

表
現
し
た
式
を
提
案
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
公
式
は
、
前
節
で
述
べ
た
方
法
な
ど
で
実
際
の

観
測
に
よ
っ
て
経
験
的
に
求
め
ら
れ
た
公
式
で
あ
り
、
長
さ

の
単
位
が
変
わ
れ
ば
式
が
変
わ
り
ま
す
。

　
明
治
五
（
一
八
七
二
）
年
に
、
初
め
て
来
日
し
た
オ
ラ
ン

ダ
長
工
師
ド
ー
ル
ン
が
、
翌
、
明
治
六
（
一
八
七
三
）
年
に

著
し
た
『
治
水
総
論
』
で
、
バ
ザ
ン
の
メ
ー
ト
ル
単
位
の
式

を
尺
単
位
に
書
き
直
し
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
に
、
「V

o

」
は
水
表
面
流
速
（
尺/

秒
）
、
「
Ｒ
」
は

径
深
（
尺
）
、
「
Ｉ
」
は
水
面
勾
配
で
す
。

　
ま
た
、
「
Ｑ
」
は
「
Ｖ
」
と
「
Ａ
」
と
の
積
な
の
で
、

「
Ｂ
」
の
川
幅
（
尺
）
は
前
式
よ
り
、

や
流
量
観
測
な
ど
現
地
の
状
況
な
ど
か
ら
、
低
水
路
や
堤

防
位
置
、
堤
防
の
高
さ
な
ど
の
新
し
い
河
道
計
画
を
設
定

し
、
前
述
の
バ
ザ
ン
や
シ
ェ
ジ
ー
な
ど
の
経
験
式
に
よ
り

平
均
流
速
を
計
算
し
て
、
計
画
流
量
を
決
定
し
て
い
た
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　
前
出
の
表
は
、
明
治
改
修
計
画
時
に
決
め
ら
れ
た
計
画

諸
元
の
数
値
で
す
が
、
こ
の
数
値
と
明
治
改
修
図
に
記
載

さ
れ
て
い
る
様
々
な
数
値
の
関
係
に
つ
い
て
見
て
み
ま

し
ょ
う
。

（
二
）
計
画
高
水
・
低
水
流
量
の
決
定

　
明
治
改
修
に
お
け
る
下
流
改
修
工
事
の
目
標
と
し
た

計
画
高
水
流
量
は
、
明
治
十
四
（
一
八
八
一
）
年
五
月
と

同
十
七
（
一
八
八
四
）
年
七
月
、
同
十
八
（
一
八
八
五
）

年
六
月
の
洪
水
痕
跡
を
用
い
て
、
左
図
の
よ
う
な
手
順
で

洪
水
流
量
を
逆
算
し
、
複
数
個
の
こ
れ
ら
の
値
よ
り
決
定

し
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
当
時
の
詳
し
い
計
算
は
残
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
三
回
の
洪

水
時
の
痕
跡
か
ら
、
水
面
勾
配
と
明
治
十
四
（
一
八
八
一
）

年
か
ら
明
治
十
六
（
一
八
八
三
）
年
に
か
け
て
実
施
さ
れ

た
測
量
結
果
と
、
前
項
②
の
式
か
ら
流
速
や
流
量
を
求
め

た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
明
治
二
十
（
一
八
八
七
）
年
か
ら
開
始
し
た
明
治
改

修
工
事
で
は
、
低
水
工
事
は
無
論
の
こ
と
、
高
水
工
事

に
対
応
す
る
河
道
幅
等
が
当
時
最
新
の
河
川
工
学
の
知

識
を
集
結
し
て
計
画
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
我
が

国
最
初
に
計
画
高
水
流
量
が
木
曽
三
川
で
決
め
ら
れ
ま

し
た
。
ま
た
治
水
計
画
の
設
計
図
は
日
本
の
長
さ
の
単

位
で
あ
る
「
尺
」
で
策
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
最
後
の

図
面
に
は
「ft

」（
フ
ィ
ー
ト
）
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
理
由
は
、
何
で
し
ょ
う
か
。

　
設
計
責
任
者
デ
・
レ
イ
ケ
へ
の
配
慮
か
、
計
画
図
に

は
設
計
時
の
数
値
の
単
位
だ
け
を
フ
ィ
ー
ト
に
書
き
直

し
て
記
載
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

地域と河川　第九編

計画流量の推算と記載された数値
－明治改修計画図に見る その２－

な
い
冬
季
（
渇
水
期
）
に
流
速
を
測
定
す
る
こ
と
。』
と

述
べ
て
い
ま
す
。

　
回
転
す
る
プ
ロ
ペ
ラ
が
取
り
付
け
ら
れ
た
ね
じ
歯
車
の
回

転
が
斜
歯
歯
車
（
ね
じ
山
五
十
個
）
に
伝
え
ら
れ
、
こ
の
歯

車
と
同
じ
軸
に
取
り
付
け
ら
れ
た
平
歯
車
（
ね
じ
山
十
個
）

か
ら
次
の
平
歯
車
（
ね
じ
山
二
五
〇
個
）
に
伝
わ
る
仕
掛
け

で
す
。

　
測
定
時
に
は
、
流
速
を
測
定
し
た
い
水
中
の
所
定
の
測
定

位
置
に
流
速
計
を
設
置
す
る
と
、
水
の
流
れ
で
プ
ロ
ペ
ラ
が

回
転
し
始
め
ま
す
。
そ
し
て
、
歯
車
後
方
の
紐
を
引
い
て
ね

じ
歯
車
と
斜
歯
歯
車
を
か
み
合
わ
せ
て
プ
ロ
ペ
ラ
の
回
転
数

を
平
歯
車
に
伝
え
、
所
定
の
時
間
の
後
、
ね
じ
歯
車
の
か
み

合
わ
せ
を
解
き
、
回
転
数
を
記
録
し
ま
す
。

　
そ
の
後
、
事
前
に
検
査
し
て
あ
る
流
速
計
の
単
位
時
間
で

の
歯
車
の
回
転
数
と
流
速
と
の
関
係
よ
り
、
測
定
位
置
の
流

速
を
決
定
す
る
の
で
す
。

四
．
シ
ェ
ジ
ー
式
に
よ
る

    

平
均
流
速
の
推
定

　
前
述
の
河
川
の
流
速
を
実
際

に
測
定
し
流
量
を
求
め
る
方
法

は
、
い
つ
も
出
来
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
ま
し
て
や
、
工

事
後
の
新
し
い
河
道
の
流
速

は
、
測
り
よ
う
が
あ
り
ま
せ

ん
。

　
フ
ラ
ン
ス
人
の
シ
ェ
ジ
ー
（
一

七
一
八
～
一
七
九
八
）
は
、
河
川

を
流
れ
る
流
水
の
「
Ｖ
」
（
平
均

流
速
）
を

と
表
し
ま
し
た
。
こ
こ
に
、
「
Ｒ
」
（
径
深
）
は
「
Ａ
」
（
断

面
積
）
を
「
Ｓ
」
（
潤
辺 

：
流
水
の
横
断
面
で
水
に
接
し
て

い
る
区
間
の
長
さ
）
で
除
し
、
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明治時代のドイツ製のプロペラ流速計（木曽川文庫蔵）

「オルトマン」流速計

 〈出典：『君嶋大測量学　下巻』に加筆〉

流量の概念図

 〈出典：国土技術政策総合研究所ホームページ〉

径深等の定義図

明治改修諸元〈出典：『デレーケとその業績』〉

川幅の決定〈出典：『デレーケとその業績』に加筆〉
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実
際
に
木
曽
川
文
庫
に
展
示
さ
れ
て
い
る
明
治
十
九

（
一
八
八
六
）
年
に
作
成
さ
れ
た
と
さ
れ
る
計
画
縦
断
図

（K
IS

S
O

 
V

o
l.11

4

『
計
画
図
Ｂ
』
）
に
は
、
計
画
高
水

流
量
で
あ
る
【2

6
,4

0
0

 ft
3

】
の
記
載
が
何
ヶ
所
も
あ

り
ま
す
。

　
計
画
低
水
位
と
高
水
位
で
の
川
幅
の
計
算
例
を
、

『
計
画
図
Ｂ
』
の
鍋
田
川
分
派
点
前
後
の
木
曽
川
河
道
部

で
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
計
画
低
水
位
に
つ
い
て
は
、
分
派
以
前
（N

o
.1

3

）

は
水
深y

＝4
.0

ft

で
低
水
路
幅b

＝7
2

5
ft

、
分
派
後

（N
o
.1

2

）
はy

＝4
.5

 ft

、
平
均
流
速v

＝2
.0

 ft

で

b

＝7
5

0
 ft

と
記
し
て
い
ま
す
。

　
計
画
高
水
位
に
つ
い
て
は
、N

o
.1
3

で
計
画
高
水
流
量

Q

＝2
6

4
,0

0
0

 
ft

3

で
の
高
水
路
幅
ｂ
を8

,0
0

6
 
ft

と
決
め
、
鍋
田
川
へ
の
分
派
（Q

＝5
9

,2
4

0
 ft

3

）

後
、
木
曽
川
河
道
にQ

＝2
0

4
,7

4
0

 ft
3

が
流
下
す
る

と
仮
定
し
て
（
鍋
田
川
へ
の
分
派
流
量
と
の
合
計
は
一
致

し
な
い
）
、N

o
.1

1

の
川
幅
ｂ
を2

,2
7

4
 ft

と
決
め
て

い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

六
．改
修
計
画
図
に
記
載
さ
れ
た

 
 
 

数
値
の
単
位

　K
IS

S
O

 
V

o
l.1

1
4

、11
5

の
二
回
に
わ
た
り
、
改
修
計

画
図
に
書
き
込
ま
れ
て
い
る
水
位
や
計
画
流
量
に
つ
い
て
、

記
述
し
て
き
ま
し
た
。

　
そ
れ
で
は
、
長
さ
の
単
位
を
改
修
図
に
記
載
の
通
り
に

フ
ィ
ー
ト
単
位
と
し
て
記
述
し
て
き
ま
し
た
が
、
そ
う
な
の

で
し
ょ
う
か
。

　
前
述
し
た
バ
ザ
ン
の
流
速
の
推
算
式
は
、
実
は
「
尺
」
で

示
さ
れ
た
経
験
式
で
あ
り
、
「ft

」
で
測
定
さ
れ
た
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
現
場
の
作
業
者
は
日
本
人
で
あ
り
、

使
用
す
る
巻
き
尺
な
ど
の
道
具
も
「
尺
・
間
」
で
作
ら
れ
た

も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
『
計
画
図
Ａ
』
と
『
計
画
図
Ｂ
』
の
紹
介
を

し
て
き
ま
し
た
が
、
木
曽
川
文
庫
に
は
こ
の
他
に
も
横
断
図

も
所
有
し
て
展
示
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
横
断
図
に
は
、

水
路
幅
「
ｂ
」
や
断
面
積
「
Ａ
」
、
さ
ら
に
断
面
平
均
流
速

「
Ｖ
」
や
流
量
「
Ｑ
」
等
の
値
が
書
き
込
ま
れ
て
い
ま
す

が
、
そ
れ
ら
の
図
に
は
、
「
尺
・
間
」
も
記
載
さ
れ
て
い
る

の
で
す
。

　
一
枚
の
図
面
に
多
く
の
情
報
が
記
入
さ
れ
た
、
揖
斐
川
筋

の
現
高
須
排
水
機
場
北
側
に
位
置
す
る
海
津
町
七
右
衛
門
新

田
の
「
横
断
図
91
」
よ
り
、
用
い
ら
れ
て
い
る
長
さ
の
単
位

を
検
証
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
こ
の
図
面
は
、
記
載
の
日
付
か
ら
明
治
十
四
（
一
八
八

一
）
年
六
月
二
十
九
日
の
測
量
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。
つ
ま
り
明
治
改
修
工
事
前
の
堤
防
で
、
堤
防
間
の
距
離

は
お
よ
そ
二
〇
〇
ｍ
程
度
で
、
こ
こ
に
、
明
治
十
四
（
一
八

八
一
）
年
五
月
七
日
に
発
生
し
た
洪
水
の
最
高
水
位H

W

や
水
深
、
流
速
な
ど
の
色
々
な
記
録
が
図
面
に
残
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
ま
ず
堤
防
間
の
長
さ
は
、
図
の
下
部
に
単
位
の
記
載
が
無

く
【1

2
0

.5
0

】
と
だ
け
記
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
他
の
図
面

で
は
、
堤
防
間
の
長
さ
の
単
位
を
「K

e
n

」
あ
る
い
は

「K

」
（
い
ず
れ
も
「
間
」
の
意
）
と
記
し
て
い
る
図
面
も
多

く
あ
る
こ
と
か
ら
、
堤
防
間
の
長
さ
は1

2
0

.5
0

「
間
」
で

あ
る
と
推
測
さ
れ
ま
す
。
ま
た
こ
の
図
に
は
、
流
量
を
計
算

す
る
た
め
中
央
部
に
「b

＝7
1

9
ft

」
と
記
載
さ
れ
て
お

り
、
こ
の
時
の
洪
水
水
面
幅
（
≒
堤
防
間
の
長
さ
）
と
思
わ

れ
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
図
中
の
高
水
位H

W

で
の
メ
モ
書
き
の
水

路
幅
Ｂ
（
＝7

1
9

 f
t

）
の
数
値
に
着
目
し
て
、
単
位
を

尺
だ
と
仮
定
し
、71

9

を6
で
除
す
（
一
間
＝
六
尺
）
と

1
1

9
.8

と
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
図
面
の
一
番
下
に
記

載
さ
れ
て
い
る
堤
防
間
の
長
さ
に
近
い
数
値
と
な
り

ま
す
。 7

1
9

は
「f

t

」
で
は
な
く7

1
9

「
尺
」
、
他
の
図

中
の
長
さ
の
単
位
も
フ
ィ
ー
ト
単
位
で
は
な
く
尺
単

位
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
す
。

　
断
面
積
は
、
水
路
幅
方
向
の
五
刻
み
の
微
小
区
間
長
を

五
間
（
三
十
尺
）
、
縦
方
向
の
長
さ
を
尺
単
位
と
し
て
、
各

微
小
台
形
面
積
の
和
と
し
て
求
め
る
と
、
図
中
の
メ
モ
書

き
の
面
積
と
ほ
ぼ
同
じ
数
値
が
得
ら
れ
ま
し
た
。
つ
ま

り
、
「ft

2

」
で
記
し
て
あ
る
面
積
の
単
位
も
「
平
方
尺
」

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
「
Ｒ
」
（
径
深
）
と
し
てh

＝2
2

.6

尺
と
考

え
、
ｈ
と
勾
配
（I

＝0
.0

0
0

1
2

7
6

）
を
尺
単
位
の
式
②

に
用
い
る
と
、
図
中
で
はV

＝5
′3

7
″

（
５
フ
ィ
ー
ト
37

イ
ン
チ
）
と
記
し
て
い
ま
す
が
、V

＝5
.3

6

尺/

秒
と
な

り
ま
す
。
な
お
、
流
量
（Q

＝V
×

A

）
は
、V

＝5
.3

7

尺

/

秒
とA

＝1
6

2
5

5
 

尺
２
よ
り
、Q

＝8
7
,2

8
9

 

尺
３/

秒

と
な
り
ま
す
。
単
位
が
尺
で
もft

で
も
同
じ
数
値
を
同
じ

計
算
式
に
入
れ
れ
ば
同
じ
結
果
に
な
る
の
は
当
然
で
す

が
、
流
速
の
推
定
式
も
測
量
の
値
も
、
実
は
「
尺
・
間
」
で

計
算
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
つ
ま

り
、
最
終
計
画
図
で
あ
る
『
計
画
図
Ａ
』
と
『
計
画
図
Ｂ
』

に
記
載
さ
れ
て
い
る
設
計
の
数
値
は
測
量
も
全
て
尺
単
位

で
の
値
で
す
が
、
図
中
で
はft

を
記
載
し
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
実
は
『
淀
川
オ
ラ
ン
ダ
技
師
文
書
』
で
は
尺
とft

に
つ

い
て
、
「
お
雇
い
技
師
た
ち
は1

ft

（
＝3

0
.4

8

㎝
）
と
１

尺
（
＝3

0
.3

0

㎝
）
と
を
同
等
の
も
の
と
し
て
取
り
扱
っ

て
い
た
こ
と
が
、
い
ろ
い
ろ
な
例
か
ら
わ
か
る
」
と
記
し

て
お
り
、
木
曽
三
川
改
修
時
の
『
計
画
図
Ａ
』
と
『
計
画
図

Ｂ
』
も
淀
川
と
同
様
に
尺
をft

と
し
て
記
し
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
の
で
す
。

　
最
後
に
も
う
一
度
、
明
治
改
修
諸
元
の
表
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
全
て
尺
・
間
で
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

や
流
量
観
測
な
ど
現
地
の
状
況
な
ど
か
ら
、
低
水
路
や
堤

防
位
置
、
堤
防
の
高
さ
な
ど
の
新
し
い
河
道
計
画
を
設
定

し
、
前
述
の
バ
ザ
ン
や
シ
ェ
ジ
ー
な
ど
の
経
験
式
に
よ
り

平
均
流
速
を
計
算
し
て
、
計
画
流
量
を
決
定
し
て
い
た
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　
前
出
の
表
は
、
明
治
改
修
計
画
時
に
決
め
ら
れ
た
計
画

諸
元
の
数
値
で
す
が
、
こ
の
数
値
と
明
治
改
修
図
に
記
載

さ
れ
て
い
る
様
々
な
数
値
の
関
係
に
つ
い
て
見
て
み
ま

し
ょ
う
。

（
二
）
計
画
高
水
・
低
水
流
量
の
決
定

　
明
治
改
修
に
お
け
る
下
流
改
修
工
事
の
目
標
と
し
た

計
画
高
水
流
量
は
、
明
治
十
四
（
一
八
八
一
）
年
五
月
と

同
十
七
（
一
八
八
四
）
年
七
月
、
同
十
八
（
一
八
八
五
）

年
六
月
の
洪
水
痕
跡
を
用
い
て
、
左
図
の
よ
う
な
手
順
で

洪
水
流
量
を
逆
算
し
、
複
数
個
の
こ
れ
ら
の
値
よ
り
決
定

し
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
当
時
の
詳
し
い
計
算
は
残
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
三
回
の
洪

水
時
の
痕
跡
か
ら
、
水
面
勾
配
と
明
治
十
四
（
一
八
八
一
）

年
か
ら
明
治
十
六
（
一
八
八
三
）
年
に
か
け
て
実
施
さ
れ

た
測
量
結
果
と
、
前
項
②
の
式
か
ら
流
速
や
流
量
を
求
め

た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

な
い
冬
季
（
渇
水
期
）
に
流
速
を
測
定
す
る
こ
と
。』
と

述
べ
て
い
ま
す
。

　
回
転
す
る
プ
ロ
ペ
ラ
が
取
り
付
け
ら
れ
た
ね
じ
歯
車
の
回

転
が
斜
歯
歯
車
（
ね
じ
山
五
十
個
）
に
伝
え
ら
れ
、
こ
の
歯

車
と
同
じ
軸
に
取
り
付
け
ら
れ
た
平
歯
車
（
ね
じ
山
十
個
）

か
ら
次
の
平
歯
車
（
ね
じ
山
二
五
〇
個
）
に
伝
わ
る
仕
掛
け

で
す
。

　
測
定
時
に
は
、
流
速
を
測
定
し
た
い
水
中
の
所
定
の
測
定

位
置
に
流
速
計
を
設
置
す
る
と
、
水
の
流
れ
で
プ
ロ
ペ
ラ
が

回
転
し
始
め
ま
す
。
そ
し
て
、
歯
車
後
方
の
紐
を
引
い
て
ね

じ
歯
車
と
斜
歯
歯
車
を
か
み
合
わ
せ
て
プ
ロ
ペ
ラ
の
回
転
数

を
平
歯
車
に
伝
え
、
所
定
の
時
間
の
後
、
ね
じ
歯
車
の
か
み

合
わ
せ
を
解
き
、
回
転
数
を
記
録
し
ま
す
。

　
そ
の
後
、
事
前
に
検
査
し
て
あ
る
流
速
計
の
単
位
時
間
で

の
歯
車
の
回
転
数
と
流
速
と
の
関
係
よ
り
、
測
定
位
置
の
流

速
を
決
定
す
る
の
で
す
。

四
．
シ
ェ
ジ
ー
式
に
よ
る

    

平
均
流
速
の
推
定

　
前
述
の
河
川
の
流
速
を
実
際

に
測
定
し
流
量
を
求
め
る
方
法

は
、
い
つ
も
出
来
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
ま
し
て
や
、
工

事
後
の
新
し
い
河
道
の
流
速

は
、
測
り
よ
う
が
あ
り
ま
せ

ん
。

　
フ
ラ
ン
ス
人
の
シ
ェ
ジ
ー
（
一

七
一
八
～
一
七
九
八
）
は
、
河
川

を
流
れ
る
流
水
の
「
Ｖ
」
（
平
均

流
速
）
を

と
表
し
ま
し
た
。
こ
こ
に
、
「
Ｒ
」
（
径
深
）
は
「
Ａ
」
（
断

面
積
）
を
「
Ｓ
」
（
潤
辺 

：
流
水
の
横
断
面
で
水
に
接
し
て

い
る
区
間
の
長
さ
）
で
除
し
、

■
参
考
資
料

『
治
水
総
論
』フ

ァ
ン
・
ド
ー
ル
ン/

著
　
殿
川
碇/

訳

『
エ
ッ
シ
ャ
ー
家
文
書
一
』

木
曽
川
文
庫
蔵
、 

上
林
好
之
氏
の
収
集
資
料

『
淀
川
オ
ラ
ン
ダ
技
師
文
書
』

淀
川
工
事
事
務
所
　
平
成
九
年

し
ゃ
く

か
ん

油島下流での高水流量参考にした洪水痕跡

 (『計画図Ｂ』より拡大 )

揖斐川筋断面 91 の横断図の計算例 (木曽川文庫蔵 )

鍋田分派点前後のＬＷとＨＷでの水路幅と計画

高水流量　(『計画図Ｂ』より拡大 )
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鳥
瞰
図
と
は
、
そ
の
字
の
と
お
り
、
大
空
高
く
舞
い

上
が
っ
た
鳥
が
地
上
を
眺
め
て
い
る
よ
う
に
描
か
れ
た

図
で
す
。

　
ま
だ
航
空
写
真
が
一
般
的
で
な
か
っ
た
大
正
か
ら
昭

和
初
期
に
、〝
大
正
の
広
重
〟
と
称
さ
れ
た
鳥
瞰
図
絵
師

吉
田
初
三
郎
（
一
八
八
四―

一
九
五
五
）
が
描
い
た
鳥
瞰

図
は
、
全
国
各
地
の
観
光
案
内
図
に
用
い
ら
れ
ま
し
た
。

　
初
三
郎
が
描
い
た
桑
名
の
鳥
瞰
図
は
、
木
曽
三
川
を

伸
び
や
か
に
と
ら
え
、
昭
和
初
期
の
町
並
み
を
鮮
や
か

に
蘇
ら
せ
ま
す
。

一
．
桑
名
を
描
い
た
鳥
瞰
図
と

　 

原
画
の
発
見

　
明
治
十
七
（
一
八
八
四
）
年
、
京
都
に
生
ま
れ
た

初
三
郎
は
、
十
歳
で
友
禅
図
案
絵
師
の
と
こ
ろ
へ
奉

公
に
出
た
後
、
洋
画
家
を
志
し
、
関
西
洋
画
壇
の
重

鎮
で
あ
っ
た
鹿
子
木
孟
郎
に
学
び
、
師
の
勧
め
で
商

業
画
家
と
な
り
ま
し
た
。
大
正
二
（
一
九
一
三
）
年

に
最
初
に
描
い
た
鳥
瞰
図
『
京
阪
電
車
御
案
内
』
が
、

学
習
院
普
通
科
の
修
学
旅
行
で
男
山
八
幡
宮
（
石
清

水
八
幡
宮
）
を
訪
れ
た
皇
太
子
（
後
の
昭
和
天
皇
）

の
目
に
と
ま
り
、
「
こ
れ
は
奇
麗
で
解
り
易
い
」
と

称
賛
を
受
け
、
以
後
、
精
力
的
に
鳥
瞰
図
の
制
作
を

行
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
初
三
郎
の
描
く
鳥
瞰
図
は
、
一
枚
の
パ
ノ
ラ
マ
図

の
中
に
、
実
際
に
は
視
界
に
入
ら
な
い
遠
く
の
景
色

ま
で
を
変
形
・
湾
曲
さ
せ
な
が
ら
収
め
る
構
図
で
、

そ
の
大
胆
な
描
写
方
法
は
多
く
の
人
々
を
魅
了
し
ま

し
た
。
そ
の
ま
ち
の
地
形
を
巧
み
に
捉
え
る
だ
け
で

な
く
、
仔
細
に
描
か
れ
た
名
所
や
特
産
地
、
道
路
や

鉄
道
な
ど
の
交
通
機
関
、
広
告
主
と
な
る
会
社
の
建

物
な
ど
の
町
並
み
は
カ
ラ
フ
ル
に
彩
ら
れ
、
観
光
案

内
図
と
し
て
非
常
に
わ
か
り
や
す
い
も
の
で
し
た
。

　
航
空
写
真
が
一
般
的
で
な
か
っ
た
時
代
に
、
初
三

郎
が
町
並
み
を
仔
細
に
描
け
た
背
景
に
は
、
地
図
を

参
考
に
す
る
だ
け
で
な
く
、
弟
子
た
ち
と
現
地
を
訪

れ
見
て
歩
き
、
何
枚
も
の
ス
ケ
ッ
チ
を
作
成
す
る
な

ど
、
丁
寧
な
調
査
を
行
っ
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。

　
大
正
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
鉄
道
網
が
発
達

し
、
観
光
・
旅
行
ブ
ー
ム
が
巻
き
起
こ
る
中
、
大
正

十
（
一
九
二
一
）
年
に
手
が
け
た
『
鉄
道
旅
行
案
内
』

（
鉄
道
省
）
の
挿
絵
が
大
好
評
と
な
り
、
全
国
各
地

の
自
治
体
や
観
光
協
会
、
旅
行
会
社
や
鉄
道
会
社
な

ど
が
初
三
郎
に
鳥
瞰
図
の
制
作
を
依
頼
し
、
観
光
案

内
図
を
作
成
し
ま
し
た
。

　
生
涯
に
一
六
〇
〇
点
以
上
の
鳥
瞰
図
を
描
い
た
と

さ
れ
る
初
三
郎
で
す
が
、
桑
名
で
は
、
『
桑
名
（
名

勝
桑
名
鳥
瞰
図
）
』
（
桑
名
保
勝
会
，
昭
和
九
（
一
九

三
四
）
年
）
、 『
西
桑
名
（
名
勝
西
桑
名
鳥
瞰
図
）
』（
西

桑
名
町
商
工
会
，
昭
和
九
（
一
九
三
四
）
年
）
、
『
桑

名
市
（
桑
名
市
鳥
瞰
図
）
』
（
桑
名
市
役
所
，
昭
和
十

三
（
一
九
三
八
）
年
）
の
三
種
の
鳥
瞰
図
と
、
七
里

の
渡
し
場
や
伊
勢
大
橋
を
描
い
た
観
光
絵
葉
書
、
昭

和
十
二
（
一
九
三
七
）
年
の
市
制
誕
生
（
桑
名
町
と

西
桑
名
町
が
合
併
）
を
祝
う
ポ
ス
タ
ー
を
制
作
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
弟
子
の
二
代
目
初
三
郎
（
吉
田
朝
彦
）

や
前
田
虹
映
な
ど
も
桑
名
の
鳥
瞰
図
や
絵
葉
書
を
手

が
け
て
お
り
、
第
一
線
で
活
躍
す
る
人
気
絵
師
た
ち

に
仕
事
を
依
頼
で
き
る
活
力
が
、
当
時
の
桑
名
に

あ
っ
た
こ
と
も
う
か
が
え
ま
す
。

　
平
成
二
十
七
（
二
〇
一
五
）
年
、
桑
名
市
立
中
央

図
書
館
で
の
地
域
資
料
収
集
活
動
中
、
市
内
修
徳
小

学
校
に
お
い
て
『
西
桑
名
』
の
原
画
（
縦
四
十
三
㎝
、

横
一
九
四
㎝
、
絹
本
彩
色
）
を
確
認
し
ま
し
た
。
西

桑
名
町
は
、
現
在
の
桑
名
駅
周
辺
か
ら
西
の
丘
陵
地

帯
が
町
域
で
、
学
校
区
で
は
修
徳
・
大
成
小
学
校
区

が
含
ま
れ
ま
す
。
鳥
瞰
図
の
制
作
を
依
頼
し
た
西
桑

名
町
商
工
会 

（
西
桑
名
町
役
場
内
）
は
、
昭
和
十
九

（
一
九
四
四
）
年
に
、
隣
接
し
た
修
徳
小
学
校
に
こ

の
図
を
移
管
し
て
い
ま
し
た
（
原
画
裏
面
に
記
載
）
。

　
『
西
桑
名
』
の
原
画
は
、
太
平
洋
戦
争
や
伊
勢
湾

台
風
の
惨
禍
を
潜
り
抜
け
、
現
代
ま
で
保
管
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
現
在
は
、
桑
名
市
立
中
央
図
書
館
の
地

域
資
料
と
し
て
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。

二
．
描
か
れ
た
木
曽
三
川

　
初
三
郎
が
手
が
け
た
桑
名
の
鳥
瞰
図
は
、
桑
名
駅

の
周
辺
か
ら
西
側
の
丘
陵
部
ま
で
の
町
域
と
、
揖
斐

川
沿
い
の
桑
名
城
跡
ま
で
を
含
み
、
さ
ら
に
は
そ
の

外
縁
部
の
伊
勢
や
名
古
屋
ま
で
を
壮
観
な
ア
ン
グ
ル

で
と
ら
え
、
そ
し
て
木
曽
三
川
か
ら
伊
勢
湾
へ
と
続

く
河
口
域
を
、
伸
び
や
か
に
描
い
て
い
ま
す
。

　
木
曽
・
揖
斐
・
長
良
の
三
本
の
大
川
は
、
こ
の
地

域
の
自
然
・
歴
史
・
文
化
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま

し
た
。
縄
文
時
代
に
伊
勢
湾
は
大
垣
の
あ
た
り
ま
で

入
り
込
み
、
徐
々
に
河
川
に
よ
っ
て
運
ば
れ
た
土
砂

の
堆
積
に
よ
り
、
海
岸
線
が
南
へ
と
後
退
し
て
行
き

ま
し
た
。
そ
し
て
下
流
部
に
は
、
「
輪
中
」
と
い
う

特
異
な
地
形
が
形
成
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
雄
大
な
流
れ
も
ひ
と
た
び
洪
水
が
起
こ

れ
ば
、
容
易
に
水
が
堤
防
を
越
え
、
人
々
の
生
活
に

深
刻
な
打
撃
を
与
え
ま
し
た
。
江
戸
時
代
の
宝
暦
治

水
を
始
め
、
明
治
後
期
に
至
る
ま
で
治
水
工
事
が
繰

り
返
さ
れ
ま
し
た
。
鳥
瞰
図
に
描
か
れ
て
い
る
千
本

松
原
は
宝
暦
治
水
の
時
に
、
堤
防
や
導
流
堤
は
明
治

の
三
川
改
修
に
よ
っ
て
造
成
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
桑
名
の
歴
史
は
川
と
と
も
に
育
ま
れ
、
沿
岸
に
多

く
の
名
所
と
豊
か
な
風
景
を
残
し
て
き
ま
し
た
。
鳥

瞰
図
に
雄
大
に
描
か
れ
て
い
る
大
川
が
、
そ
の
恵
み

を
象
徴
的
に
表
現
し
て
い
ま
す
。

三
．
揖
斐
川
沿
い
の
桑
名
の
名
所

　
河
口
部
か
ら
ま
ち
を
眺
め
る
と
、
桑
名
の
歴
史
を
一

望
で
き
ま
す
。

　
桑
名
は
、
江
戸
時
代
に
は
東
海
道
四
十
二
番
目
の
宿

場
町
と
し
て
栄
え
ま
し
た
。
桑
名
宿
と
四
十
一
番
目
の

宿
場
町
で
あ
る
宮
宿
（
熱
田
）
と
は
海
路
で
結
ば
れ
、

海
上
の
距
離
が
七
里
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
七
里
の
渡
し
」

と
呼
ば
れ
、
旅
籠
の
数
も
宮
宿
に
次
ぐ
多
さ
を
誇
り
ま

し
た
。

　
桑
名
の
渡
し
場
に
あ
る
鳥
居
は
、
東
国
か
ら
伊
勢
国

へ
の
入
口
に
あ
る
た
め
「
伊
勢
の
国
一
の
鳥
居
」
と
呼

ば
れ
ま
す
。

　
宮
宿
か
ら
海
上
を
渡
る
旅
人
た
ち
を
、
「
海
道
の
名

城
」
と
言
わ
れ
た
桑
名
城
が
迎
え
ま
し
た
。

桑
名
城
は
、
初
代
桑
名
藩
主
本
多
忠
勝
に
よ
っ
て
築
城

さ
れ
ま
し
た
。
別
名
「
扇
城
」
と
呼
ば
れ
、
そ
の
形
が

鳥
瞰
図
で
も
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
城
は
揖
斐
川
を
利
用
し
た
水
城
で
、
城
内
か
ら

船
で
川
へ
出
る
こ
と
が
で
き
る
舟
入
門
が
あ
り
ま
し

た
。
な
お
、
天
守
は
元
禄
十
四
（
一
七
〇
一
）
年
の
大

火
事
で
焼
失
し
、
以
後
再
建
さ
れ
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
城
内
に
は
、
五
代
藩
主
松
平
定
綱
（
鎮

国
公
）
と
江
戸
時
代
中
期
の
老
中
松
平
定

信
（
守
国
公
、
号
は
楽
翁
）
を
祀
る
鎮
国

守
国
神
社
が
江
戸
時
代
か
ら
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
桑
名
城
跡
の
一
部
は
、
昭
和

三
（
一
九
二
八
）
年
の
楽
翁
公
百
年
祭
の

記
念
事
業
と
し
て
、
桑
名
町
に
よ
っ
て
公

園
整
備
が
行
わ
れ
、
「
九
華
公
園
」
と
名

づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
設
計
は
、
旧
桑
名
藩

士
で
庭
園
史
研
究
家
と
し
て
大
阪
天
王
寺

公
園
や
伊
勢
神
宮
外
苑
を
手
が
け
た
小
澤

圭
次
郎
で
す
。
昭
和
九
（
一
九
三
四
）
年

に
は
楽
翁
公
百
年
祭
記
念
宝
物
館
が
境
内

に
完
成
し
、
国
の
重
要
文
化
財
「
集
古
十

種
版
木
」
な
ど
、
数
多
く
の
文
化
財
が
収

蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
桑
名
は
木
曽
三
川
と
伊
勢
湾
と
に
面

し
、
古
来
よ
り
船
に
よ
る
交
易
が
発
達
し

て
お
り
、
中
世
に
は
「
十
楽
の
津
」
と
呼

ば
れ
、
商
人
た
ち
が
自
由
に
取
引
で
き
る

湊
町
と
し
て
栄
え
ま
し
た
。
江
戸
時
代
か

ら
近
年
ま
で
、
水
運
・
海
運
を
利
用
し
、

信
州
木
曽
、
飛
騨
、
東
美
濃
方
面
か
ら
檜
・

松
・
樅
な
ど
が
、
紀
州
方
面
か
ら
黒
木
材

が
、
南
勢
方
面
か
ら
は
杉
材
が
運
び
込
ま

れ
た
他
、
天
領
の
米
な
ど
の
集
散
地
・
中
継
地
と
し
て
、

木
曽
三
川
上
流
域
や
尾
張
地
方
を
始
め
、
三
河
・
遠
江

両
地
方
、
東
京
、
大
阪
、
京
都
方
面
な
ど
、
広
域
に
渡
っ

て
多
く
の
取
引
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
市
内
に
は
西

船
馬
町
、
清
水
町
、
太
一
丸
な
ど
に
大
小
材
木
問
屋
が

二
十
戸
ほ
ど
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
桑
名
城
跡
か
ら
住
吉
浦
ま
で
の
旧
堀
割
は
、

帝
室
林
野
局
の
貯
木
場
と
し
て
利
用
さ
れ
多
く
の
木
材

が
集
め
ら
れ
ま
し
た
。
桑
名
貯
木
場
は
、
明
治
十
二
（
一

八
七
九
）
年
に
桑
名
城
内
、
三
之
丸
旧
濠
内
に
設
置
さ

れ
ま
し
た
が
、
同
二
十
二
（
一
八
八
九
）
年
に
は
熱
田

の
白
鳥
貯
木
場
と
と
も
に
御
料
地
と
し
て
編
入
さ
れ
、

帝
室
林
野
局
の
管
轄
と
な
り
ま
し
た
（
太
平
洋
戦
争
後

に
閉
鎖
）
。
な
お
、 

城
跡
一
帯
は
明
治
三
十
（
一
八
九
七
）

年
か
ら
桑
名
紡
績
会
社
と
な
り
、
レ
ン
ガ
造
り
の
建
物

が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
桑
名
紡
績
は
三
重
紡
績
・
東
洋

紡
績
と
な
り
、
戦
時
中
に
三
菱
重
工
業
に
貸
与
さ
れ
、

航
空
機
の
部
品
が
製
造
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、

昭
和
二
十
（
一
九
四
五
）
年
の
空
襲
で
被
害
を
受
け
ま

し
た
。

　
揖
斐
川
堤
防
を
見
る
と
、
一
際
目
を
引
く
桜
並
木
が

描
か
れ
て
い
ま
す
。
伊
勢
大
橋
か
ら
住
吉
神
社
ま
で
の

揖
斐
川
堤
防
は
、
江
戸
時
代
、
鋳
物
師
の
辻
内
家
の
工

場
（
鍋
や
釜
を
生
産
）
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
「
鍋
屋
堤
」

と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
明
治
の
河
川
改
修
工
事
に

よ
っ
て
新
し
く
築
か
れ
た
堤
防
に
、
初
代
諸
戸
清
六
に

よ
り
一
万
本
の
桜
が
植
え
ら
れ
、
「
桜
堤
防
」
と
し
て

親
し
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
傍
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
人
建
築

家
ジ
ョ
サ
イ
ア
・
コ
ン
ド
ル
に
よ
っ
て
設
計
さ
れ
た
二

代
目
諸
戸
清
六
の
洋
館
の
邸
宅
（
現
六
華
苑
・
国
重
要

文
化
財
）
も
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　
昭
和
三
十
四
（
一
九
五
九
）
年
九
月
二
十
六
日
発

生
の
伊
勢
湾
台
風
に
よ
り
堤
防
は
破
壊
さ
れ
、
そ
の

後
の
災
害
復
旧
、
堤
防
拡
張
工
事
に
よ
っ
て
桜
は
す

べ
て
伐
採
さ
れ
ま
し
た
が
、
「
桜
堤
防
」
の
復
活
を

強
く
願
う
市
民
の
声
を
受
け
て
再
び
植
樹
が
行
わ

れ
、
現
在
は
往
時
の
風
景
を
し
の
び
な
が
ら
散
策
で

き
る
遊
歩
道
と
な
っ
て
い
ま
す
。

四
．「
東
洋
一
の
大
橋
」
伊
勢
大
橋

　　
桑
名
の
港
は
七
里
の
渡
し
口
（
川
口
）
が
最
も
大
き
く
、

江
戸
時
代
か
ら
宮
ま
で
の
「
七
里
の
渡
し
」、
佐
屋
（
愛
知
）

ま
で
の 

「
佐
屋
の
渡
し
」
を
始
め
、
揖
斐
川
は
大
垣
（
岐
阜
）

へ
、長
良
川
は
竹
ヶ
鼻
（
岐
阜
）
へ
、木
曽
川
は
笠
松
（
岐
阜
）

へ
と
行
き
来
す
る
多
く
の
船
が
出
て
い
ま
し
た
。
長
島
ま
で

は
「
沢
崎
の
渡
し
」（
福
島
～
十
日
外
面
）、 「
今
島
の
渡
し
」

（
今
島
～
下
坂
手
）
が
あ
り
、
国
道
一
号
線
に
尾
張
大
橋
、
伊

勢
大
橋
が
架
け
ら
れ
る
ま
で
は
、
桑
名
～
長
島
～
前
ケ
須

（
弥
富
）
は
渡
船
が
国
道
で
し
た
。

　
木
曽
三
川
の
下
流
部
に
初
め
て
架
橋
さ
れ
た
の
は
、
明
治

二
十
八
（
一
八
九
五
）
年
の
関
西
鉄
道
（
現
Ｊ
Ｒ
関
西
本
線
）

鉄
橋
で
す
。
以
降
、
木
材
輸
送
は
鉄
道
が
中
心
と
な
り
、
昭

和
初
期
に
は
桑
名
駅
傍
か
ら
揖
斐
川
を
結
ぶ
桑
名
運
河
が

設
け
ら
れ
、
運
河
沿
い
に
材
木
屋
が
軒
を
並
べ
ま
し
た
。

　
大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
四
月
に
は
、
東
京
か
ら
伊
勢
神

宮
ま
で
が
国
道
一
号
と
設
定
さ
れ
、
国
家
の
重
要
路
線
も
次

第
に
整
備
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。
自
動
車
の
普
及
に
よ
っ
て

交
通
量
が
増
加
し
て
い
く
一
方
で
、
木
曽
三
川
の
通
行
は
渡

船
に
頼
っ
て
お
り
、
車
馬
や
重
量
物
資
な
ど
の
運
搬
は
困
難

で
、
さ
ら
に
は
洪
水
や
暴
風
等
の
天
候
に
左
右
さ
れ
る
交
通

の
途
絶
が
、
地
方
の
産
業
開
発
上
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。

　
こ
れ
ら
の
状
況
を
背
景
に
、
大
正
末
期
に
木
曽
三
川
へ
の

架
橋
の
要
望
が
高
ま
っ
て
い
き
ま
す
。
大
正
十
一 

（
一
九
二

二
）
年
二
月
、
長
島
村
の
福
原
銭
太
郎
他
一
五
〇
名
が
、
桑

名
選
出
の
代
議
士
加
藤
久
米
四
郎
を
通
じ
て
、
木
曽
三
川
の

架
橋
請
願
を
衆
議
院
に
提
出
し
、
同
月
二
十

七
日
に
衆
議
院
請
願
分
科
会
で
採
択
さ
れ
ま

し
た
。

　
採
択
後
、
加
藤
代
議
士
を
代
表
に
、
桑
名

郡
の
有
志
に
よ
っ
て  

「
三
大
川
架
橋
速
成
同

盟
会
」  

が
組
織
さ
れ
ま
し
た
。
同
年
十
月
二

十
四
日
の
発
会
式
に
は
、
桑
名
郡
内
か
ら
６

０
０
余
名
が
集
ま
り
、
架
橋
実
現
を
目
指
す

運
動
が
本
格
的
に
始
動
し
ま
し
た
。

　
木
曽
川
の
架
橋
は
愛
知
県
が
、
揖
斐
・
長

良
川
の
架
橋
は
三
重
県
が
施
工
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　
大
正
十
二
（
一
九
二
三
）
年
五
月
、
架
橋
工

事
費
の
う
ち
四
分
の
三
を
国
庫
補
助
で
認
め
る
方
針
が
示
さ

れ
、
七
カ
年
計
画
で
工
事
を
進
め
る
予
定
で
し
た
が
、
第
一
次

世
界
大
戦
後
の
不
況
や
同
年
の
関
東
大
震
災
に
よ
り
国
費
出

費
が
増
大
と
な
り
、
以
降
の
予
算
付
け
が
困
難
と
な
り
ま
し

た
。
計
画
は
一
時
頓
挫
し
ま
し
た
が
、
昭
和
四
（
一
九
二
九
）

年
に
は
、
四
日
市
市
や
三
重
郡
富
田
町
に
も
同
盟
会
が
結
成

さ
れ
、
強
力
な
促
進
運
動
が
展
開
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

　
昭
和
四
（
一
九
二
九
）
年
に
起
き
た
世
界
恐
慌
に
よ
り
、

不
況
対
策
を
目
的
と
し
た
公
共
事
業
の
促
進
が
求
め
ら
れ
、

国
は
積
極
的
に
予
算
を
組
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
揖
斐
長

良
架
橋
工
事
は
、
翌
年
六
月
に
総
工
費
二
五
〇
万
円
の
予
算

が
計
上
さ
れ
、
同
年
九
月
に
工
事
着
工
、
十
一
月
二
十
九
日

に
起
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
激
流
と
、
岩
盤
な
き
底
知
れ
ぬ
川
底
を
持
つ
大
川
へ
の
架

橋
は
難
工
事
で
あ
っ
た
も
の
の
、
第
一
工
程
の
橋
脚
工
事
は

順
調
に
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
一
本
の
橋
脚
に
要
し
た
経
費
は

六
万
円
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
昭
和
六
（
一
九
三
一
）
年
五

月
に
橋
脚
十
四
基
が
完
成
、
翌
年
十
二
月
に
橋
面
工
事
に
着

手
し
、
五
五
〇
〇
ト
ン
の
鉄
材
と
一
八
〇
万
本
の
鉄
鋲
が
用

い
ら
れ
、
二
十
八
万
枚
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
ブ
ロ
ッ
ク
が
敷
き

詰
め
ら
れ
た
十
五
連
か
ら
な
る
タ
イ
ド
ア
ー
チ
式
の
近
代

大
橋
「
伊
勢
大
橋
」
が
、
昭
和
九
（
一
九
三
四
）
年
五
月
二
十

五
日
に
完
成
し
ま
し
た
。
全
長
約
一
一
〇
五
ｍ
、
幅
七
・
五
ｍ

の
大
橋
は
、
大
正
末
期
か
ら
昭
和
中
期
に
か
け
て
全
国
各
地

の
橋
梁
の
設
計
を
手
が
け
た
増
田
淳
が
設
計
し
、
架
橋
当
時

は
「
東
洋
一
の
大
橋
」
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。

　
木
曽
川
に
尾
張
大
橋
が
（
昭
和
八
（
一
九
三
三
）
年
開
通
）、

揖
斐
・
長
良
川
に
伊
勢
大
橋
が
架
か
っ
た
こ
と
で
、
愛
知
県

と
三
重
県
は
初
め
て
陸
路
で
結
ば
れ
、
二
つ
の
大
橋
が
人
々

の
交
流
や
商
工
業
の
流
通
を
支
え
る
主
要
道
路
と
な
り
ま

し
た
。

　『
西
桑
名
』
の
原
画
を
見
る
と
、
伊
勢
大
橋
の
部
分
に
着

色
が
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
気
づ
き
ま
す
。
鳥
瞰
図
『
西
桑

名
』
と
『
桑
名
』
は
と
も
に
昭
和
九
（
一
九
三
四
）
年
の
制

作
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
原
画
は
伊
勢
大
橋
の
開
通
に

合
わ
せ
完
成
さ
せ
る
予
定
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
昭
和
十
二
（
一
九
三
七
）
年
、
桑
名
町
と
西
桑
名
町
が
合

併
し
、「
桑
名
市
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。
木
曽
三
川
へ
の
架

橋
に
よ
る
交
通
・
流
通
の
増
大
は
経
済
発
展
に
寄
与
し
、
町

並
み
を
大
き
く
変
え
て
い
き
ま
し
た
。

五
．
鳥
瞰
図
に
描
か
れ
た

　 

戦
前
の
桑
名

　
昭
和
十
六
（
一
九
四
一
）
年
、
太
平
洋
戦
争
が
勃
発
し
、

桑
名
も
大
き
な
戦
禍
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
昭
和
二
十
（
一

九
四
五
）
年
七
月
十
七
日
午
前
一
時
三
十
分
か
ら
、
二
時
間

に
わ
た
る
米
軍
機
Ｂ
２
９
群
の
空
襲
を
受
け
、
さ
ら
に
二
十

四
日
午
前
十
時
の
大
型
爆
弾
攻
撃
に
よ
っ
て
、
全
市
域
の
七

十
％
、
市
街
地
の
約
九
十
％
が
被
災
し
、
死
者
四
一
六
人
、

負
傷
者
三
六
四
人
に
の
ぼ
る
被
害
と
な
り
ま
し
た
。
伊
勢
大

橋
も
攻
撃
目
標
と
な
っ
て
お
り
、
米
軍
艦
載
機
に
よ
る
機
銃

掃
射
を
受
け
ま
し
た
。
十
五
連
あ
る
橋
の
う
ち
、 

東
（
長
島

側
）
か
ら
一
連
目
の
鋼
板
に
は
、
現
在
も
弾
痕
が
多
く
残
っ

て
い
ま
す
。

　
鳥
瞰
図
に
描
か
れ
た
建
物
や
名
所
の
ほ
と
ん
ど
は
、
こ
の

空
襲
に
よ
っ
て
損
壊
、
焼
失
し
ま
し
た
。
焦
土
と
化
し
た
市

内
の
様
子
は
、 「
桑
名
駅
か
ら
桜
堤
防
が
望
め
た
ほ
ど
で

あ
っ
た
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
初
三
郎
の
描
い
た
桑
名
の
鳥
瞰
図
は
、
戦
前
の
様
子
を
記

録
し
た
貴
重
な
資
料
と
い
え
ま
す
。
現
代
に
生
き
る
私
た

ち
の
多
く
が
知
り
え
な
か
っ
た
当
時
の
桑
名
の
風
景
、
そ
の

賑
わ
い
が
蘇
り
ま
す
。

　
本
稿
は
、 『
鳥
瞰
図
「
西
桑
名
」
と
在
り
し
日
の
桑
名
』（
桑

名
市
立
中
央
図
書
館
／
編
集
・
発
行
、
平
成
三
十
（
二
〇
一
八
）

年
三
月
、
全
三
十
七
ペ
ー
ジ
、
非
売
品
）
の
一
部
を
抜
粋
し

再
編
集
し
た
も
の
で
す
。
冊
子
で
は
、
鳥
瞰
図
『
西
桑
名
』

を
題
材
に
、
揖
斐
川
沿
岸
の
史
跡
名
勝
を
は
じ
め
、
市
街
地

と
周
辺
の
名
所
を
取
り
上
げ
、
昭
和
時
代
の
桑
名
の
歴
史
を

解
説
し
て
い
ま
す
。

鳥瞰図『西桑名』に見る
揖斐川沿いの風景

桑名市　長島輪中図書館　松永悦子

か
の 

こ
　
ぎ
　
た
け
し

ろ
う

お
と
こ

や
ま

こ
う
え
い

「鳥瞰図『西桑名』(名勝西桑名鳥瞰図 )」(部分 )に描かれた木曽三川　

 <出典：桑名市立中央図書館蔵 >

上：鳥瞰図『西桑名』原画

下：頒布・携帯用の印刷折本パンフレット（18cm×71cm）　　     <出典：桑名市立中央図書館蔵 >
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三
四
）
年
）
、 『
西
桑
名
（
名
勝
西
桑
名
鳥
瞰
図
）
』（
西

桑
名
町
商
工
会
，
昭
和
九
（
一
九
三
四
）
年
）
、
『
桑

名
市
（
桑
名
市
鳥
瞰
図
）
』
（
桑
名
市
役
所
，
昭
和
十

三
（
一
九
三
八
）
年
）
の
三
種
の
鳥
瞰
図
と
、
七
里

の
渡
し
場
や
伊
勢
大
橋
を
描
い
た
観
光
絵
葉
書
、
昭

和
十
二
（
一
九
三
七
）
年
の
市
制
誕
生
（
桑
名
町
と

西
桑
名
町
が
合
併
）
を
祝
う
ポ
ス
タ
ー
を
制
作
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
弟
子
の
二
代
目
初
三
郎
（
吉
田
朝
彦
）

や
前
田
虹
映
な
ど
も
桑
名
の
鳥
瞰
図
や
絵
葉
書
を
手

が
け
て
お
り
、
第
一
線
で
活
躍
す
る
人
気
絵
師
た
ち

に
仕
事
を
依
頼
で
き
る
活
力
が
、
当
時
の
桑
名
に

あ
っ
た
こ
と
も
う
か
が
え
ま
す
。

　
平
成
二
十
七
（
二
〇
一
五
）
年
、
桑
名
市
立
中
央

図
書
館
で
の
地
域
資
料
収
集
活
動
中
、
市
内
修
徳
小

学
校
に
お
い
て
『
西
桑
名
』
の
原
画
（
縦
四
十
三
㎝
、

横
一
九
四
㎝
、
絹
本
彩
色
）
を
確
認
し
ま
し
た
。
西

桑
名
町
は
、
現
在
の
桑
名
駅
周
辺
か
ら
西
の
丘
陵
地

帯
が
町
域
で
、
学
校
区
で
は
修
徳
・
大
成
小
学
校
区

が
含
ま
れ
ま
す
。
鳥
瞰
図
の
制
作
を
依
頼
し
た
西
桑

名
町
商
工
会 

（
西
桑
名
町
役
場
内
）
は
、
昭
和
十
九

（
一
九
四
四
）
年
に
、
隣
接
し
た
修
徳
小
学
校
に
こ

の
図
を
移
管
し
て
い
ま
し
た
（
原
画
裏
面
に
記
載
）
。

　
『
西
桑
名
』
の
原
画
は
、
太
平
洋
戦
争
や
伊
勢
湾

台
風
の
惨
禍
を
潜
り
抜
け
、
現
代
ま
で
保
管
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
現
在
は
、
桑
名
市
立
中
央
図
書
館
の
地

域
資
料
と
し
て
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。

二
．
描
か
れ
た
木
曽
三
川

　
初
三
郎
が
手
が
け
た
桑
名
の
鳥
瞰
図
は
、
桑
名
駅

の
周
辺
か
ら
西
側
の
丘
陵
部
ま
で
の
町
域
と
、
揖
斐

川
沿
い
の
桑
名
城
跡
ま
で
を
含
み
、
さ
ら
に
は
そ
の

外
縁
部
の
伊
勢
や
名
古
屋
ま
で
を
壮
観
な
ア
ン
グ
ル

で
と
ら
え
、
そ
し
て
木
曽
三
川
か
ら
伊
勢
湾
へ
と
続

く
河
口
域
を
、
伸
び
や
か
に
描
い
て
い
ま
す
。

　
木
曽
・
揖
斐
・
長
良
の
三
本
の
大
川
は
、
こ
の
地

域
の
自
然
・
歴
史
・
文
化
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま

し
た
。
縄
文
時
代
に
伊
勢
湾
は
大
垣
の
あ
た
り
ま
で

入
り
込
み
、
徐
々
に
河
川
に
よ
っ
て
運
ば
れ
た
土
砂

の
堆
積
に
よ
り
、
海
岸
線
が
南
へ
と
後
退
し
て
行
き

ま
し
た
。
そ
し
て
下
流
部
に
は
、
「
輪
中
」
と
い
う

特
異
な
地
形
が
形
成
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
雄
大
な
流
れ
も
ひ
と
た
び
洪
水
が
起
こ

れ
ば
、
容
易
に
水
が
堤
防
を
越
え
、
人
々
の
生
活
に

深
刻
な
打
撃
を
与
え
ま
し
た
。
江
戸
時
代
の
宝
暦
治

水
を
始
め
、
明
治
後
期
に
至
る
ま
で
治
水
工
事
が
繰

り
返
さ
れ
ま
し
た
。
鳥
瞰
図
に
描
か
れ
て
い
る
千
本

松
原
は
宝
暦
治
水
の
時
に
、
堤
防
や
導
流
堤
は
明
治

の
三
川
改
修
に
よ
っ
て
造
成
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
桑
名
の
歴
史
は
川
と
と
も
に
育
ま
れ
、
沿
岸
に
多

く
の
名
所
と
豊
か
な
風
景
を
残
し
て
き
ま
し
た
。
鳥

瞰
図
に
雄
大
に
描
か
れ
て
い
る
大
川
が
、
そ
の
恵
み

を
象
徴
的
に
表
現
し
て
い
ま
す
。

三
．
揖
斐
川
沿
い
の
桑
名
の
名
所

　
河
口
部
か
ら
ま
ち
を
眺
め
る
と
、
桑
名
の
歴
史
を
一

望
で
き
ま
す
。

　
桑
名
は
、
江
戸
時
代
に
は
東
海
道
四
十
二
番
目
の
宿

場
町
と
し
て
栄
え
ま
し
た
。
桑
名
宿
と
四
十
一
番
目
の

宿
場
町
で
あ
る
宮
宿
（
熱
田
）
と
は
海
路
で
結
ば
れ
、

海
上
の
距
離
が
七
里
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
七
里
の
渡
し
」

と
呼
ば
れ
、
旅
籠
の
数
も
宮
宿
に
次
ぐ
多
さ
を
誇
り
ま

し
た
。

　
桑
名
の
渡
し
場
に
あ
る
鳥
居
は
、
東
国
か
ら
伊
勢
国

へ
の
入
口
に
あ
る
た
め
「
伊
勢
の
国
一
の
鳥
居
」
と
呼

ば
れ
ま
す
。

　
宮
宿
か
ら
海
上
を
渡
る
旅
人
た
ち
を
、
「
海
道
の
名

城
」
と
言
わ
れ
た
桑
名
城
が
迎
え
ま
し
た
。

桑
名
城
は
、
初
代
桑
名
藩
主
本
多
忠
勝
に
よ
っ
て
築
城

さ
れ
ま
し
た
。
別
名
「
扇
城
」
と
呼
ば
れ
、
そ
の
形
が

鳥
瞰
図
で
も
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
城
は
揖
斐
川
を
利
用
し
た
水
城
で
、
城
内
か
ら

船
で
川
へ
出
る
こ
と
が
で
き
る
舟
入
門
が
あ
り
ま
し

た
。
な
お
、
天
守
は
元
禄
十
四
（
一
七
〇
一
）
年
の
大

火
事
で
焼
失
し
、
以
後
再
建
さ
れ
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
城
内
に
は
、
五
代
藩
主
松
平
定
綱
（
鎮

国
公
）
と
江
戸
時
代
中
期
の
老
中
松
平
定

信
（
守
国
公
、
号
は
楽
翁
）
を
祀
る
鎮
国

守
国
神
社
が
江
戸
時
代
か
ら
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
桑
名
城
跡
の
一
部
は
、
昭
和

三
（
一
九
二
八
）
年
の
楽
翁
公
百
年
祭
の

記
念
事
業
と
し
て
、
桑
名
町
に
よ
っ
て
公

園
整
備
が
行
わ
れ
、
「
九
華
公
園
」
と
名

づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
設
計
は
、
旧
桑
名
藩

士
で
庭
園
史
研
究
家
と
し
て
大
阪
天
王
寺

公
園
や
伊
勢
神
宮
外
苑
を
手
が
け
た
小
澤

圭
次
郎
で
す
。
昭
和
九
（
一
九
三
四
）
年

に
は
楽
翁
公
百
年
祭
記
念
宝
物
館
が
境
内

に
完
成
し
、
国
の
重
要
文
化
財
「
集
古
十

種
版
木
」
な
ど
、
数
多
く
の
文
化
財
が
収

蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
桑
名
は
木
曽
三
川
と
伊
勢
湾
と
に
面

し
、
古
来
よ
り
船
に
よ
る
交
易
が
発
達
し

て
お
り
、
中
世
に
は
「
十
楽
の
津
」
と
呼

ば
れ
、
商
人
た
ち
が
自
由
に
取
引
で
き
る

湊
町
と
し
て
栄
え
ま
し
た
。
江
戸
時
代
か

ら
近
年
ま
で
、
水
運
・
海
運
を
利
用
し
、

信
州
木
曽
、
飛
騨
、
東
美
濃
方
面
か
ら
檜
・

松
・
樅
な
ど
が
、
紀
州
方
面
か
ら
黒
木
材

が
、
南
勢
方
面
か
ら
は
杉
材
が
運
び
込
ま

れ
た
他
、
天
領
の
米
な
ど
の
集
散
地
・
中
継
地
と
し
て
、

木
曽
三
川
上
流
域
や
尾
張
地
方
を
始
め
、
三
河
・
遠
江

両
地
方
、
東
京
、
大
阪
、
京
都
方
面
な
ど
、
広
域
に
渡
っ

て
多
く
の
取
引
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
市
内
に
は
西

船
馬
町
、
清
水
町
、
太
一
丸
な
ど
に
大
小
材
木
問
屋
が

二
十
戸
ほ
ど
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
桑
名
城
跡
か
ら
住
吉
浦
ま
で
の
旧
堀
割
は
、

帝
室
林
野
局
の
貯
木
場
と
し
て
利
用
さ
れ
多
く
の
木
材

が
集
め
ら
れ
ま
し
た
。
桑
名
貯
木
場
は
、
明
治
十
二
（
一

八
七
九
）
年
に
桑
名
城
内
、
三
之
丸
旧
濠
内
に
設
置
さ

れ
ま
し
た
が
、
同
二
十
二
（
一
八
八
九
）
年
に
は
熱
田

の
白
鳥
貯
木
場
と
と
も
に
御
料
地
と
し
て
編
入
さ
れ
、

帝
室
林
野
局
の
管
轄
と
な
り
ま
し
た
（
太
平
洋
戦
争
後

に
閉
鎖
）
。
な
お
、 

城
跡
一
帯
は
明
治
三
十
（
一
八
九
七
）

年
か
ら
桑
名
紡
績
会
社
と
な
り
、
レ
ン
ガ
造
り
の
建
物

が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
桑
名
紡
績
は
三
重
紡
績
・
東
洋

紡
績
と
な
り
、
戦
時
中
に
三
菱
重
工
業
に
貸
与
さ
れ
、

航
空
機
の
部
品
が
製
造
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、

昭
和
二
十
（
一
九
四
五
）
年
の
空
襲
で
被
害
を
受
け
ま

し
た
。

　
揖
斐
川
堤
防
を
見
る
と
、
一
際
目
を
引
く
桜
並
木
が

描
か
れ
て
い
ま
す
。
伊
勢
大
橋
か
ら
住
吉
神
社
ま
で
の

揖
斐
川
堤
防
は
、
江
戸
時
代
、
鋳
物
師
の
辻
内
家
の
工

場
（
鍋
や
釜
を
生
産
）
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
「
鍋
屋
堤
」

と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
明
治
の
河
川
改
修
工
事
に

よ
っ
て
新
し
く
築
か
れ
た
堤
防
に
、
初
代
諸
戸
清
六
に

よ
り
一
万
本
の
桜
が
植
え
ら
れ
、
「
桜
堤
防
」
と
し
て

親
し
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
傍
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
人
建
築

家
ジ
ョ
サ
イ
ア
・
コ
ン
ド
ル
に
よ
っ
て
設
計
さ
れ
た
二

代
目
諸
戸
清
六
の
洋
館
の
邸
宅
（
現
六
華
苑
・
国
重
要

文
化
財
）
も
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　
昭
和
三
十
四
（
一
九
五
九
）
年
九
月
二
十
六
日
発

生
の
伊
勢
湾
台
風
に
よ
り
堤
防
は
破
壊
さ
れ
、
そ
の

後
の
災
害
復
旧
、
堤
防
拡
張
工
事
に
よ
っ
て
桜
は
す

べ
て
伐
採
さ
れ
ま
し
た
が
、
「
桜
堤
防
」
の
復
活
を

強
く
願
う
市
民
の
声
を
受
け
て
再
び
植
樹
が
行
わ

れ
、
現
在
は
往
時
の
風
景
を
し
の
び
な
が
ら
散
策
で

き
る
遊
歩
道
と
な
っ
て
い
ま
す
。

四
．「
東
洋
一
の
大
橋
」
伊
勢
大
橋

　　
桑
名
の
港
は
七
里
の
渡
し
口
（
川
口
）
が
最
も
大
き
く
、

江
戸
時
代
か
ら
宮
ま
で
の
「
七
里
の
渡
し
」、
佐
屋
（
愛
知
）

ま
で
の 

「
佐
屋
の
渡
し
」
を
始
め
、
揖
斐
川
は
大
垣
（
岐
阜
）

へ
、長
良
川
は
竹
ヶ
鼻
（
岐
阜
）
へ
、木
曽
川
は
笠
松
（
岐
阜
）

へ
と
行
き
来
す
る
多
く
の
船
が
出
て
い
ま
し
た
。
長
島
ま
で

は
「
沢
崎
の
渡
し
」（
福
島
～
十
日
外
面
）、 「
今
島
の
渡
し
」

（
今
島
～
下
坂
手
）
が
あ
り
、
国
道
一
号
線
に
尾
張
大
橋
、
伊

勢
大
橋
が
架
け
ら
れ
る
ま
で
は
、
桑
名
～
長
島
～
前
ケ
須

（
弥
富
）
は
渡
船
が
国
道
で
し
た
。

　
木
曽
三
川
の
下
流
部
に
初
め
て
架
橋
さ
れ
た
の
は
、
明
治

二
十
八
（
一
八
九
五
）
年
の
関
西
鉄
道
（
現
Ｊ
Ｒ
関
西
本
線
）

鉄
橋
で
す
。
以
降
、
木
材
輸
送
は
鉄
道
が
中
心
と
な
り
、
昭

和
初
期
に
は
桑
名
駅
傍
か
ら
揖
斐
川
を
結
ぶ
桑
名
運
河
が

設
け
ら
れ
、
運
河
沿
い
に
材
木
屋
が
軒
を
並
べ
ま
し
た
。

　
大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
四
月
に
は
、
東
京
か
ら
伊
勢
神

宮
ま
で
が
国
道
一
号
と
設
定
さ
れ
、
国
家
の
重
要
路
線
も
次

第
に
整
備
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。
自
動
車
の
普
及
に
よ
っ
て

交
通
量
が
増
加
し
て
い
く
一
方
で
、
木
曽
三
川
の
通
行
は
渡

船
に
頼
っ
て
お
り
、
車
馬
や
重
量
物
資
な
ど
の
運
搬
は
困
難

で
、
さ
ら
に
は
洪
水
や
暴
風
等
の
天
候
に
左
右
さ
れ
る
交
通

の
途
絶
が
、
地
方
の
産
業
開
発
上
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。

　
こ
れ
ら
の
状
況
を
背
景
に
、
大
正
末
期
に
木
曽
三
川
へ
の

架
橋
の
要
望
が
高
ま
っ
て
い
き
ま
す
。
大
正
十
一 

（
一
九
二

二
）
年
二
月
、
長
島
村
の
福
原
銭
太
郎
他
一
五
〇
名
が
、
桑

名
選
出
の
代
議
士
加
藤
久
米
四
郎
を
通
じ
て
、
木
曽
三
川
の

架
橋
請
願
を
衆
議
院
に
提
出
し
、
同
月
二
十

七
日
に
衆
議
院
請
願
分
科
会
で
採
択
さ
れ
ま

し
た
。

　
採
択
後
、
加
藤
代
議
士
を
代
表
に
、
桑
名

郡
の
有
志
に
よ
っ
て  

「
三
大
川
架
橋
速
成
同

盟
会
」  

が
組
織
さ
れ
ま
し
た
。
同
年
十
月
二

十
四
日
の
発
会
式
に
は
、
桑
名
郡
内
か
ら
６

０
０
余
名
が
集
ま
り
、
架
橋
実
現
を
目
指
す

運
動
が
本
格
的
に
始
動
し
ま
し
た
。

　
木
曽
川
の
架
橋
は
愛
知
県
が
、
揖
斐
・
長

良
川
の
架
橋
は
三
重
県
が
施
工
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　
大
正
十
二
（
一
九
二
三
）
年
五
月
、
架
橋
工

事
費
の
う
ち
四
分
の
三
を
国
庫
補
助
で
認
め
る
方
針
が
示
さ

れ
、
七
カ
年
計
画
で
工
事
を
進
め
る
予
定
で
し
た
が
、
第
一
次

世
界
大
戦
後
の
不
況
や
同
年
の
関
東
大
震
災
に
よ
り
国
費
出

費
が
増
大
と
な
り
、
以
降
の
予
算
付
け
が
困
難
と
な
り
ま
し

た
。
計
画
は
一
時
頓
挫
し
ま
し
た
が
、
昭
和
四
（
一
九
二
九
）

年
に
は
、
四
日
市
市
や
三
重
郡
富
田
町
に
も
同
盟
会
が
結
成

さ
れ
、
強
力
な
促
進
運
動
が
展
開
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

　
昭
和
四
（
一
九
二
九
）
年
に
起
き
た
世
界
恐
慌
に
よ
り
、

不
況
対
策
を
目
的
と
し
た
公
共
事
業
の
促
進
が
求
め
ら
れ
、

国
は
積
極
的
に
予
算
を
組
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
揖
斐
長

良
架
橋
工
事
は
、
翌
年
六
月
に
総
工
費
二
五
〇
万
円
の
予
算

が
計
上
さ
れ
、
同
年
九
月
に
工
事
着
工
、
十
一
月
二
十
九
日

に
起
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
激
流
と
、
岩
盤
な
き
底
知
れ
ぬ
川
底
を
持
つ
大
川
へ
の
架

橋
は
難
工
事
で
あ
っ
た
も
の
の
、
第
一
工
程
の
橋
脚
工
事
は

順
調
に
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
一
本
の
橋
脚
に
要
し
た
経
費
は

六
万
円
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
昭
和
六
（
一
九
三
一
）
年
五

月
に
橋
脚
十
四
基
が
完
成
、
翌
年
十
二
月
に
橋
面
工
事
に
着

手
し
、
五
五
〇
〇
ト
ン
の
鉄
材
と
一
八
〇
万
本
の
鉄
鋲
が
用

い
ら
れ
、
二
十
八
万
枚
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
ブ
ロ
ッ
ク
が
敷
き

詰
め
ら
れ
た
十
五
連
か
ら
な
る
タ
イ
ド
ア
ー
チ
式
の
近
代

大
橋
「
伊
勢
大
橋
」
が
、
昭
和
九
（
一
九
三
四
）
年
五
月
二
十

五
日
に
完
成
し
ま
し
た
。
全
長
約
一
一
〇
五
ｍ
、
幅
七
・
五
ｍ

の
大
橋
は
、
大
正
末
期
か
ら
昭
和
中
期
に
か
け
て
全
国
各
地

の
橋
梁
の
設
計
を
手
が
け
た
増
田
淳
が
設
計
し
、
架
橋
当
時

は
「
東
洋
一
の
大
橋
」
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。

　
木
曽
川
に
尾
張
大
橋
が
（
昭
和
八
（
一
九
三
三
）
年
開
通
）、

揖
斐
・
長
良
川
に
伊
勢
大
橋
が
架
か
っ
た
こ
と
で
、
愛
知
県

と
三
重
県
は
初
め
て
陸
路
で
結
ば
れ
、
二
つ
の
大
橋
が
人
々

の
交
流
や
商
工
業
の
流
通
を
支
え
る
主
要
道
路
と
な
り
ま

し
た
。

　『
西
桑
名
』
の
原
画
を
見
る
と
、
伊
勢
大
橋
の
部
分
に
着

色
が
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
気
づ
き
ま
す
。
鳥
瞰
図
『
西
桑

名
』
と
『
桑
名
』
は
と
も
に
昭
和
九
（
一
九
三
四
）
年
の
制

作
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
原
画
は
伊
勢
大
橋
の
開
通
に

合
わ
せ
完
成
さ
せ
る
予
定
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
昭
和
十
二
（
一
九
三
七
）
年
、
桑
名
町
と
西
桑
名
町
が
合

併
し
、「
桑
名
市
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。
木
曽
三
川
へ
の
架

橋
に
よ
る
交
通
・
流
通
の
増
大
は
経
済
発
展
に
寄
与
し
、
町

並
み
を
大
き
く
変
え
て
い
き
ま
し
た
。

五
．
鳥
瞰
図
に
描
か
れ
た

　 
戦
前
の
桑
名

　
昭
和
十
六
（
一
九
四
一
）
年
、
太
平
洋
戦
争
が
勃
発
し
、

桑
名
も
大
き
な
戦
禍
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
昭
和
二
十
（
一

九
四
五
）
年
七
月
十
七
日
午
前
一
時
三
十
分
か
ら
、
二
時
間

に
わ
た
る
米
軍
機
Ｂ
２
９
群
の
空
襲
を
受
け
、
さ
ら
に
二
十

四
日
午
前
十
時
の
大
型
爆
弾
攻
撃
に
よ
っ
て
、
全
市
域
の
七

十
％
、
市
街
地
の
約
九
十
％
が
被
災
し
、
死
者
四
一
六
人
、

負
傷
者
三
六
四
人
に
の
ぼ
る
被
害
と
な
り
ま
し
た
。
伊
勢
大

橋
も
攻
撃
目
標
と
な
っ
て
お
り
、
米
軍
艦
載
機
に
よ
る
機
銃

掃
射
を
受
け
ま
し
た
。
十
五
連
あ
る
橋
の
う
ち
、 

東
（
長
島

側
）
か
ら
一
連
目
の
鋼
板
に
は
、
現
在
も
弾
痕
が
多
く
残
っ

て
い
ま
す
。

　
鳥
瞰
図
に
描
か
れ
た
建
物
や
名
所
の
ほ
と
ん
ど
は
、
こ
の

空
襲
に
よ
っ
て
損
壊
、
焼
失
し
ま
し
た
。
焦
土
と
化
し
た
市

内
の
様
子
は
、 「
桑
名
駅
か
ら
桜
堤
防
が
望
め
た
ほ
ど
で

あ
っ
た
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
初
三
郎
の
描
い
た
桑
名
の
鳥
瞰
図
は
、
戦
前
の
様
子
を
記

録
し
た
貴
重
な
資
料
と
い
え
ま
す
。
現
代
に
生
き
る
私
た

ち
の
多
く
が
知
り
え
な
か
っ
た
当
時
の
桑
名
の
風
景
、
そ
の

賑
わ
い
が
蘇
り
ま
す
。

　
本
稿
は
、 『
鳥
瞰
図
「
西
桑
名
」
と
在
り
し
日
の
桑
名
』（
桑

名
市
立
中
央
図
書
館
／
編
集
・
発
行
、
平
成
三
十
（
二
〇
一
八
）

年
三
月
、
全
三
十
七
ペ
ー
ジ
、
非
売
品
）
の
一
部
を
抜
粋
し

再
編
集
し
た
も
の
で
す
。
冊
子
で
は
、
鳥
瞰
図
『
西
桑
名
』

を
題
材
に
、
揖
斐
川
沿
岸
の
史
跡
名
勝
を
は
じ
め
、
市
街
地

と
周
辺
の
名
所
を
取
り
上
げ
、
昭
和
時
代
の
桑
名
の
歴
史
を

解
説
し
て
い
ま
す
。

げ
ん
ろ
く

さ
だ
つ
な

さ
だ

の
ぶ

き
ゅ
う
　

か

し
ゅ
う
　

こ
　
じ
っ

し
ゅ
は
ん  

ぎ

じ
ゅ
う

ら
く

も
み

つ

た
　い
ち
ま
る

と
お 

か  

ど    

も

せ
ん  

た 

ろ
う

く
　
め
　
し
　ろ
う

上：桑名城跡（左）から伊勢大橋（右）（鳥瞰図『西桑名』（部分））

下：左から貯木場の材木、七里の渡し場、桜堤防　　　　　　　　　<出典：桑名市立中央図書館蔵 >

左：吉田初三郎画「伊勢大橋」　

中上：伊勢大橋（鳥瞰図『西桑名』（部分））　中下：完成当時の伊勢大橋（空撮）

右：10万人もの人が集まった伊勢大橋の渡り初め式              <出典：桑名市立中央図書館蔵 >

上：揖斐川堤防の渡船場

下：伊勢大橋橋脚工事

    <出典：桑名市立中央図書館蔵 >
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三
四
）
年
）
、 『
西
桑
名
（
名
勝
西
桑
名
鳥
瞰
図
）
』（
西

桑
名
町
商
工
会
，
昭
和
九
（
一
九
三
四
）
年
）
、
『
桑

名
市
（
桑
名
市
鳥
瞰
図
）
』
（
桑
名
市
役
所
，
昭
和
十

三
（
一
九
三
八
）
年
）
の
三
種
の
鳥
瞰
図
と
、
七
里

の
渡
し
場
や
伊
勢
大
橋
を
描
い
た
観
光
絵
葉
書
、
昭

和
十
二
（
一
九
三
七
）
年
の
市
制
誕
生
（
桑
名
町
と

西
桑
名
町
が
合
併
）
を
祝
う
ポ
ス
タ
ー
を
制
作
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
弟
子
の
二
代
目
初
三
郎
（
吉
田
朝
彦
）

や
前
田
虹
映
な
ど
も
桑
名
の
鳥
瞰
図
や
絵
葉
書
を
手

が
け
て
お
り
、
第
一
線
で
活
躍
す
る
人
気
絵
師
た
ち

に
仕
事
を
依
頼
で
き
る
活
力
が
、
当
時
の
桑
名
に

あ
っ
た
こ
と
も
う
か
が
え
ま
す
。

　
平
成
二
十
七
（
二
〇
一
五
）
年
、
桑
名
市
立
中
央

図
書
館
で
の
地
域
資
料
収
集
活
動
中
、
市
内
修
徳
小

学
校
に
お
い
て
『
西
桑
名
』
の
原
画
（
縦
四
十
三
㎝
、

横
一
九
四
㎝
、
絹
本
彩
色
）
を
確
認
し
ま
し
た
。
西

桑
名
町
は
、
現
在
の
桑
名
駅
周
辺
か
ら
西
の
丘
陵
地

帯
が
町
域
で
、
学
校
区
で
は
修
徳
・
大
成
小
学
校
区

が
含
ま
れ
ま
す
。
鳥
瞰
図
の
制
作
を
依
頼
し
た
西
桑

名
町
商
工
会 

（
西
桑
名
町
役
場
内
）
は
、
昭
和
十
九

（
一
九
四
四
）
年
に
、
隣
接
し
た
修
徳
小
学
校
に
こ

の
図
を
移
管
し
て
い
ま
し
た
（
原
画
裏
面
に
記
載
）
。

　
『
西
桑
名
』
の
原
画
は
、
太
平
洋
戦
争
や
伊
勢
湾

台
風
の
惨
禍
を
潜
り
抜
け
、
現
代
ま
で
保
管
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
現
在
は
、
桑
名
市
立
中
央
図
書
館
の
地

域
資
料
と
し
て
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。

二
．
描
か
れ
た
木
曽
三
川

　
初
三
郎
が
手
が
け
た
桑
名
の
鳥
瞰
図
は
、
桑
名
駅

の
周
辺
か
ら
西
側
の
丘
陵
部
ま
で
の
町
域
と
、
揖
斐

川
沿
い
の
桑
名
城
跡
ま
で
を
含
み
、
さ
ら
に
は
そ
の

外
縁
部
の
伊
勢
や
名
古
屋
ま
で
を
壮
観
な
ア
ン
グ
ル

で
と
ら
え
、
そ
し
て
木
曽
三
川
か
ら
伊
勢
湾
へ
と
続

く
河
口
域
を
、
伸
び
や
か
に
描
い
て
い
ま
す
。

　
木
曽
・
揖
斐
・
長
良
の
三
本
の
大
川
は
、
こ
の
地

域
の
自
然
・
歴
史
・
文
化
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま

し
た
。
縄
文
時
代
に
伊
勢
湾
は
大
垣
の
あ
た
り
ま
で

入
り
込
み
、
徐
々
に
河
川
に
よ
っ
て
運
ば
れ
た
土
砂

の
堆
積
に
よ
り
、
海
岸
線
が
南
へ
と
後
退
し
て
行
き

ま
し
た
。
そ
し
て
下
流
部
に
は
、
「
輪
中
」
と
い
う

特
異
な
地
形
が
形
成
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
雄
大
な
流
れ
も
ひ
と
た
び
洪
水
が
起
こ

れ
ば
、
容
易
に
水
が
堤
防
を
越
え
、
人
々
の
生
活
に

深
刻
な
打
撃
を
与
え
ま
し
た
。
江
戸
時
代
の
宝
暦
治

水
を
始
め
、
明
治
後
期
に
至
る
ま
で
治
水
工
事
が
繰

り
返
さ
れ
ま
し
た
。
鳥
瞰
図
に
描
か
れ
て
い
る
千
本

松
原
は
宝
暦
治
水
の
時
に
、
堤
防
や
導
流
堤
は
明
治

の
三
川
改
修
に
よ
っ
て
造
成
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
桑
名
の
歴
史
は
川
と
と
も
に
育
ま
れ
、
沿
岸
に
多

く
の
名
所
と
豊
か
な
風
景
を
残
し
て
き
ま
し
た
。
鳥

瞰
図
に
雄
大
に
描
か
れ
て
い
る
大
川
が
、
そ
の
恵
み

を
象
徴
的
に
表
現
し
て
い
ま
す
。

三
．
揖
斐
川
沿
い
の
桑
名
の
名
所

　
河
口
部
か
ら
ま
ち
を
眺
め
る
と
、
桑
名
の
歴
史
を
一

望
で
き
ま
す
。

　
桑
名
は
、
江
戸
時
代
に
は
東
海
道
四
十
二
番
目
の
宿

場
町
と
し
て
栄
え
ま
し
た
。
桑
名
宿
と
四
十
一
番
目
の

宿
場
町
で
あ
る
宮
宿
（
熱
田
）
と
は
海
路
で
結
ば
れ
、

海
上
の
距
離
が
七
里
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
七
里
の
渡
し
」

と
呼
ば
れ
、
旅
籠
の
数
も
宮
宿
に
次
ぐ
多
さ
を
誇
り
ま

し
た
。

　
桑
名
の
渡
し
場
に
あ
る
鳥
居
は
、
東
国
か
ら
伊
勢
国

へ
の
入
口
に
あ
る
た
め
「
伊
勢
の
国
一
の
鳥
居
」
と
呼

ば
れ
ま
す
。

　
宮
宿
か
ら
海
上
を
渡
る
旅
人
た
ち
を
、
「
海
道
の
名

城
」
と
言
わ
れ
た
桑
名
城
が
迎
え
ま
し
た
。

桑
名
城
は
、
初
代
桑
名
藩
主
本
多
忠
勝
に
よ
っ
て
築
城

さ
れ
ま
し
た
。
別
名
「
扇
城
」
と
呼
ば
れ
、
そ
の
形
が

鳥
瞰
図
で
も
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
城
は
揖
斐
川
を
利
用
し
た
水
城
で
、
城
内
か
ら

船
で
川
へ
出
る
こ
と
が
で
き
る
舟
入
門
が
あ
り
ま
し

た
。
な
お
、
天
守
は
元
禄
十
四
（
一
七
〇
一
）
年
の
大

火
事
で
焼
失
し
、
以
後
再
建
さ
れ
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
城
内
に
は
、
五
代
藩
主
松
平
定
綱
（
鎮

国
公
）
と
江
戸
時
代
中
期
の
老
中
松
平
定

信
（
守
国
公
、
号
は
楽
翁
）
を
祀
る
鎮
国

守
国
神
社
が
江
戸
時
代
か
ら
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
桑
名
城
跡
の
一
部
は
、
昭
和

三
（
一
九
二
八
）
年
の
楽
翁
公
百
年
祭
の

記
念
事
業
と
し
て
、
桑
名
町
に
よ
っ
て
公

園
整
備
が
行
わ
れ
、
「
九
華
公
園
」
と
名

づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
設
計
は
、
旧
桑
名
藩

士
で
庭
園
史
研
究
家
と
し
て
大
阪
天
王
寺

公
園
や
伊
勢
神
宮
外
苑
を
手
が
け
た
小
澤

圭
次
郎
で
す
。
昭
和
九
（
一
九
三
四
）
年

に
は
楽
翁
公
百
年
祭
記
念
宝
物
館
が
境
内

に
完
成
し
、
国
の
重
要
文
化
財
「
集
古
十

種
版
木
」
な
ど
、
数
多
く
の
文
化
財
が
収

蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
桑
名
は
木
曽
三
川
と
伊
勢
湾
と
に
面

し
、
古
来
よ
り
船
に
よ
る
交
易
が
発
達
し

て
お
り
、
中
世
に
は
「
十
楽
の
津
」
と
呼

ば
れ
、
商
人
た
ち
が
自
由
に
取
引
で
き
る

湊
町
と
し
て
栄
え
ま
し
た
。
江
戸
時
代
か

ら
近
年
ま
で
、
水
運
・
海
運
を
利
用
し
、

信
州
木
曽
、
飛
騨
、
東
美
濃
方
面
か
ら
檜
・

松
・
樅
な
ど
が
、
紀
州
方
面
か
ら
黒
木
材

が
、
南
勢
方
面
か
ら
は
杉
材
が
運
び
込
ま

れ
た
他
、
天
領
の
米
な
ど
の
集
散
地
・
中
継
地
と
し
て
、

木
曽
三
川
上
流
域
や
尾
張
地
方
を
始
め
、
三
河
・
遠
江

両
地
方
、
東
京
、
大
阪
、
京
都
方
面
な
ど
、
広
域
に
渡
っ

て
多
く
の
取
引
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
市
内
に
は
西

船
馬
町
、
清
水
町
、
太
一
丸
な
ど
に
大
小
材
木
問
屋
が

二
十
戸
ほ
ど
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
桑
名
城
跡
か
ら
住
吉
浦
ま
で
の
旧
堀
割
は
、

帝
室
林
野
局
の
貯
木
場
と
し
て
利
用
さ
れ
多
く
の
木
材

が
集
め
ら
れ
ま
し
た
。
桑
名
貯
木
場
は
、
明
治
十
二
（
一

八
七
九
）
年
に
桑
名
城
内
、
三
之
丸
旧
濠
内
に
設
置
さ

れ
ま
し
た
が
、
同
二
十
二
（
一
八
八
九
）
年
に
は
熱
田

の
白
鳥
貯
木
場
と
と
も
に
御
料
地
と
し
て
編
入
さ
れ
、

帝
室
林
野
局
の
管
轄
と
な
り
ま
し
た
（
太
平
洋
戦
争
後

に
閉
鎖
）
。
な
お
、 

城
跡
一
帯
は
明
治
三
十
（
一
八
九
七
）

年
か
ら
桑
名
紡
績
会
社
と
な
り
、
レ
ン
ガ
造
り
の
建
物

が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
桑
名
紡
績
は
三
重
紡
績
・
東
洋

紡
績
と
な
り
、
戦
時
中
に
三
菱
重
工
業
に
貸
与
さ
れ
、

航
空
機
の
部
品
が
製
造
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、

昭
和
二
十
（
一
九
四
五
）
年
の
空
襲
で
被
害
を
受
け
ま

し
た
。

　
揖
斐
川
堤
防
を
見
る
と
、
一
際
目
を
引
く
桜
並
木
が

描
か
れ
て
い
ま
す
。
伊
勢
大
橋
か
ら
住
吉
神
社
ま
で
の

揖
斐
川
堤
防
は
、
江
戸
時
代
、
鋳
物
師
の
辻
内
家
の
工

場
（
鍋
や
釜
を
生
産
）
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
「
鍋
屋
堤
」

と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
明
治
の
河
川
改
修
工
事
に

よ
っ
て
新
し
く
築
か
れ
た
堤
防
に
、
初
代
諸
戸
清
六
に

よ
り
一
万
本
の
桜
が
植
え
ら
れ
、
「
桜
堤
防
」
と
し
て

親
し
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
傍
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
人
建
築

家
ジ
ョ
サ
イ
ア
・
コ
ン
ド
ル
に
よ
っ
て
設
計
さ
れ
た
二

代
目
諸
戸
清
六
の
洋
館
の
邸
宅
（
現
六
華
苑
・
国
重
要

文
化
財
）
も
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　
昭
和
三
十
四
（
一
九
五
九
）
年
九
月
二
十
六
日
発

生
の
伊
勢
湾
台
風
に
よ
り
堤
防
は
破
壊
さ
れ
、
そ
の

後
の
災
害
復
旧
、
堤
防
拡
張
工
事
に
よ
っ
て
桜
は
す

べ
て
伐
採
さ
れ
ま
し
た
が
、
「
桜
堤
防
」
の
復
活
を

強
く
願
う
市
民
の
声
を
受
け
て
再
び
植
樹
が
行
わ

れ
、
現
在
は
往
時
の
風
景
を
し
の
び
な
が
ら
散
策
で

き
る
遊
歩
道
と
な
っ
て
い
ま
す
。

四
．「
東
洋
一
の
大
橋
」
伊
勢
大
橋

　　
桑
名
の
港
は
七
里
の
渡
し
口
（
川
口
）
が
最
も
大
き
く
、

江
戸
時
代
か
ら
宮
ま
で
の
「
七
里
の
渡
し
」、
佐
屋
（
愛
知
）

ま
で
の 

「
佐
屋
の
渡
し
」
を
始
め
、
揖
斐
川
は
大
垣
（
岐
阜
）

へ
、長
良
川
は
竹
ヶ
鼻
（
岐
阜
）
へ
、木
曽
川
は
笠
松
（
岐
阜
）

へ
と
行
き
来
す
る
多
く
の
船
が
出
て
い
ま
し
た
。
長
島
ま
で

は
「
沢
崎
の
渡
し
」（
福
島
～
十
日
外
面
）、 「
今
島
の
渡
し
」

（
今
島
～
下
坂
手
）
が
あ
り
、
国
道
一
号
線
に
尾
張
大
橋
、
伊

勢
大
橋
が
架
け
ら
れ
る
ま
で
は
、
桑
名
～
長
島
～
前
ケ
須

（
弥
富
）
は
渡
船
が
国
道
で
し
た
。

　
木
曽
三
川
の
下
流
部
に
初
め
て
架
橋
さ
れ
た
の
は
、
明
治

二
十
八
（
一
八
九
五
）
年
の
関
西
鉄
道
（
現
Ｊ
Ｒ
関
西
本
線
）

鉄
橋
で
す
。
以
降
、
木
材
輸
送
は
鉄
道
が
中
心
と
な
り
、
昭

和
初
期
に
は
桑
名
駅
傍
か
ら
揖
斐
川
を
結
ぶ
桑
名
運
河
が

設
け
ら
れ
、
運
河
沿
い
に
材
木
屋
が
軒
を
並
べ
ま
し
た
。

　
大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
四
月
に
は
、
東
京
か
ら
伊
勢
神

宮
ま
で
が
国
道
一
号
と
設
定
さ
れ
、
国
家
の
重
要
路
線
も
次

第
に
整
備
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。
自
動
車
の
普
及
に
よ
っ
て

交
通
量
が
増
加
し
て
い
く
一
方
で
、
木
曽
三
川
の
通
行
は
渡

船
に
頼
っ
て
お
り
、
車
馬
や
重
量
物
資
な
ど
の
運
搬
は
困
難

で
、
さ
ら
に
は
洪
水
や
暴
風
等
の
天
候
に
左
右
さ
れ
る
交
通

の
途
絶
が
、
地
方
の
産
業
開
発
上
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。

　
こ
れ
ら
の
状
況
を
背
景
に
、
大
正
末
期
に
木
曽
三
川
へ
の

架
橋
の
要
望
が
高
ま
っ
て
い
き
ま
す
。
大
正
十
一 

（
一
九
二

二
）
年
二
月
、
長
島
村
の
福
原
銭
太
郎
他
一
五
〇
名
が
、
桑

名
選
出
の
代
議
士
加
藤
久
米
四
郎
を
通
じ
て
、
木
曽
三
川
の

架
橋
請
願
を
衆
議
院
に
提
出
し
、
同
月
二
十

七
日
に
衆
議
院
請
願
分
科
会
で
採
択
さ
れ
ま

し
た
。

　
採
択
後
、
加
藤
代
議
士
を
代
表
に
、
桑
名

郡
の
有
志
に
よ
っ
て  

「
三
大
川
架
橋
速
成
同

盟
会
」  

が
組
織
さ
れ
ま
し
た
。
同
年
十
月
二

十
四
日
の
発
会
式
に
は
、
桑
名
郡
内
か
ら
６

０
０
余
名
が
集
ま
り
、
架
橋
実
現
を
目
指
す

運
動
が
本
格
的
に
始
動
し
ま
し
た
。

　
木
曽
川
の
架
橋
は
愛
知
県
が
、
揖
斐
・
長

良
川
の
架
橋
は
三
重
県
が
施
工
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　
大
正
十
二
（
一
九
二
三
）
年
五
月
、
架
橋
工

事
費
の
う
ち
四
分
の
三
を
国
庫
補
助
で
認
め
る
方
針
が
示
さ

れ
、
七
カ
年
計
画
で
工
事
を
進
め
る
予
定
で
し
た
が
、
第
一
次

世
界
大
戦
後
の
不
況
や
同
年
の
関
東
大
震
災
に
よ
り
国
費
出

費
が
増
大
と
な
り
、
以
降
の
予
算
付
け
が
困
難
と
な
り
ま
し

た
。
計
画
は
一
時
頓
挫
し
ま
し
た
が
、
昭
和
四
（
一
九
二
九
）

年
に
は
、
四
日
市
市
や
三
重
郡
富
田
町
に
も
同
盟
会
が
結
成

さ
れ
、
強
力
な
促
進
運
動
が
展
開
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

　
昭
和
四
（
一
九
二
九
）
年
に
起
き
た
世
界
恐
慌
に
よ
り
、

不
況
対
策
を
目
的
と
し
た
公
共
事
業
の
促
進
が
求
め
ら
れ
、

国
は
積
極
的
に
予
算
を
組
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
揖
斐
長

良
架
橋
工
事
は
、
翌
年
六
月
に
総
工
費
二
五
〇
万
円
の
予
算

が
計
上
さ
れ
、
同
年
九
月
に
工
事
着
工
、
十
一
月
二
十
九
日

に
起
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
激
流
と
、
岩
盤
な
き
底
知
れ
ぬ
川
底
を
持
つ
大
川
へ
の
架

橋
は
難
工
事
で
あ
っ
た
も
の
の
、
第
一
工
程
の
橋
脚
工
事
は

順
調
に
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
一
本
の
橋
脚
に
要
し
た
経
費
は

六
万
円
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
昭
和
六
（
一
九
三
一
）
年
五

月
に
橋
脚
十
四
基
が
完
成
、
翌
年
十
二
月
に
橋
面
工
事
に
着

手
し
、
五
五
〇
〇
ト
ン
の
鉄
材
と
一
八
〇
万
本
の
鉄
鋲
が
用

い
ら
れ
、
二
十
八
万
枚
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
ブ
ロ
ッ
ク
が
敷
き

詰
め
ら
れ
た
十
五
連
か
ら
な
る
タ
イ
ド
ア
ー
チ
式
の
近
代

大
橋
「
伊
勢
大
橋
」
が
、
昭
和
九
（
一
九
三
四
）
年
五
月
二
十

五
日
に
完
成
し
ま
し
た
。
全
長
約
一
一
〇
五
ｍ
、
幅
七
・
五
ｍ

の
大
橋
は
、
大
正
末
期
か
ら
昭
和
中
期
に
か
け
て
全
国
各
地

の
橋
梁
の
設
計
を
手
が
け
た
増
田
淳
が
設
計
し
、
架
橋
当
時

は
「
東
洋
一
の
大
橋
」
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。

　
木
曽
川
に
尾
張
大
橋
が
（
昭
和
八
（
一
九
三
三
）
年
開
通
）、

揖
斐
・
長
良
川
に
伊
勢
大
橋
が
架
か
っ
た
こ
と
で
、
愛
知
県

と
三
重
県
は
初
め
て
陸
路
で
結
ば
れ
、
二
つ
の
大
橋
が
人
々

の
交
流
や
商
工
業
の
流
通
を
支
え
る
主
要
道
路
と
な
り
ま

し
た
。

　『
西
桑
名
』
の
原
画
を
見
る
と
、
伊
勢
大
橋
の
部
分
に
着

色
が
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
気
づ
き
ま
す
。
鳥
瞰
図
『
西
桑

名
』
と
『
桑
名
』
は
と
も
に
昭
和
九
（
一
九
三
四
）
年
の
制

作
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
原
画
は
伊
勢
大
橋
の
開
通
に

合
わ
せ
完
成
さ
せ
る
予
定
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
昭
和
十
二
（
一
九
三
七
）
年
、
桑
名
町
と
西
桑
名
町
が
合

併
し
、「
桑
名
市
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。
木
曽
三
川
へ
の
架

橋
に
よ
る
交
通
・
流
通
の
増
大
は
経
済
発
展
に
寄
与
し
、
町

並
み
を
大
き
く
変
え
て
い
き
ま
し
た
。

五
．
鳥
瞰
図
に
描
か
れ
た

　 

戦
前
の
桑
名

　
昭
和
十
六
（
一
九
四
一
）
年
、
太
平
洋
戦
争
が
勃
発
し
、

桑
名
も
大
き
な
戦
禍
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
昭
和
二
十
（
一

九
四
五
）
年
七
月
十
七
日
午
前
一
時
三
十
分
か
ら
、
二
時
間

に
わ
た
る
米
軍
機
Ｂ
２
９
群
の
空
襲
を
受
け
、
さ
ら
に
二
十

四
日
午
前
十
時
の
大
型
爆
弾
攻
撃
に
よ
っ
て
、
全
市
域
の
七

十
％
、
市
街
地
の
約
九
十
％
が
被
災
し
、
死
者
四
一
六
人
、

負
傷
者
三
六
四
人
に
の
ぼ
る
被
害
と
な
り
ま
し
た
。
伊
勢
大

橋
も
攻
撃
目
標
と
な
っ
て
お
り
、
米
軍
艦
載
機
に
よ
る
機
銃

掃
射
を
受
け
ま
し
た
。
十
五
連
あ
る
橋
の
う
ち
、 

東
（
長
島

側
）
か
ら
一
連
目
の
鋼
板
に
は
、
現
在
も
弾
痕
が
多
く
残
っ

て
い
ま
す
。

　
鳥
瞰
図
に
描
か
れ
た
建
物
や
名
所
の
ほ
と
ん
ど
は
、
こ
の

空
襲
に
よ
っ
て
損
壊
、
焼
失
し
ま
し
た
。
焦
土
と
化
し
た
市

内
の
様
子
は
、 「
桑
名
駅
か
ら
桜
堤
防
が
望
め
た
ほ
ど
で

あ
っ
た
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
初
三
郎
の
描
い
た
桑
名
の
鳥
瞰
図
は
、
戦
前
の
様
子
を
記

録
し
た
貴
重
な
資
料
と
い
え
ま
す
。
現
代
に
生
き
る
私
た

ち
の
多
く
が
知
り
え
な
か
っ
た
当
時
の
桑
名
の
風
景
、
そ
の

賑
わ
い
が
蘇
り
ま
す
。

　
本
稿
は
、 『
鳥
瞰
図
「
西
桑
名
」
と
在
り
し
日
の
桑
名
』（
桑

名
市
立
中
央
図
書
館
／
編
集
・
発
行
、
平
成
三
十
（
二
〇
一
八
）

年
三
月
、
全
三
十
七
ペ
ー
ジ
、
非
売
品
）
の
一
部
を
抜
粋
し

再
編
集
し
た
も
の
で
す
。
冊
子
で
は
、
鳥
瞰
図
『
西
桑
名
』

を
題
材
に
、
揖
斐
川
沿
岸
の
史
跡
名
勝
を
は
じ
め
、
市
街
地

と
周
辺
の
名
所
を
取
り
上
げ
、
昭
和
時
代
の
桑
名
の
歴
史
を

解
説
し
て
い
ま
す
。

げ
ん
ろ
く

さ
だ
つ
な

さ
だ

の
ぶ

き
ゅ
う
　

か

し
ゅ
う
　

こ
　
じ
っ

し
ゅ
は
ん  

ぎ

じ
ゅ
う

ら
く

も
み

つ

た
　い
ち
ま
る

と
お 

か  

ど    

も

せ
ん  

た 

ろ
う

く
　
め
　
し
　ろ
う

上：桑名城跡（左）から伊勢大橋（右）（鳥瞰図『西桑名』（部分））

下：左から貯木場の材木、七里の渡し場、桜堤防　　　　　　　　　<出典：桑名市立中央図書館蔵 >

左：吉田初三郎画「伊勢大橋」　

中上：伊勢大橋（鳥瞰図『西桑名』（部分））　中下：完成当時の伊勢大橋（空撮）

右：10万人もの人が集まった伊勢大橋の渡り初め式              <出典：桑名市立中央図書館蔵 >

上：揖斐川堤防の渡船場

下：伊勢大橋橋脚工事

    <出典：桑名市立中央図書館蔵 >
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表紙写真

『今渡の渡し場』〈提供：可児市観光経済部観光交流課〉
　「木曽のかけはし、太田の渡しうすい峠がなくなればよい」と中山道三大難所と詠われた渡し場跡で、江戸中期に船着場ができ昭和２年に
大田橋が架橋されるまでは、渡し船が運航されていました。現在も、幾多の旅人が踏みしめた石畳が残っています。

　船頭平閘門には、謎が多く、煉瓦の製造元もその一つです。

　閘門が建設された明治期の煉瓦には、製造した会社や職人等を示す刻印が

打たれたものがあり、これは製造元を特定する手掛かりになります。

　最近、船頭平閘門において、四角の中に「イ」と「三」が刻まれた刻印の

押された煉瓦（写真①）が見つかり、これをもとに製造元の調査が行われま

した。

　その中でまず比較対象に挙がったのが、名古屋市立工芸高等学校の煉瓦壁

の刻印（写真②）です。これは、愛知県で一番初めに大規模な煉瓦生産を開

始した「東洋組」から、明治19（1886）年に独立した「西尾士族生産所」

の刻印とされるものです。しかし、こちらの製造会社は、船頭平閘門の資材

が調達される頃にはすでに廃業していたことがわかりました。

　次に近いものが、旧カブトビール工場（半田赤レンガ倉庫）の小判型の中に「イ」と「三」の刻印（写真③）で、これは明

治30（1897）年創業の日本最古の煉瓦製造会社「岡田煉瓦製造所（安城市）」のものです。こちらの煉瓦は、立田輪中人造

樋門（弥富市）・大宝六角煉瓦蔵（飛島村）でも使用されています。

　岡田煉瓦製造所が、歴史的に西尾士族生産所の影響をうけており刻印が引き継がれた可能性もあることと、近隣で同じ頃建

設された施設に使用されていることから、明治35年完成の船頭平閘門の煉瓦の製造元である可能性が出てきました。

　船頭平閘門の煉瓦はどこで作られたのか？今後の調査が期待されますね。

※写真①、 ②は現地撮影、 ③は 「岡田煉瓦 100 年史」 から引用した。

平成30年の皇太子殿下行啓を記念して、船頭平閘門に関わるコラム「船ちゃんのこぼれ話」の掲載を始めました。

船ちゃんのこぼれ話 第七話
ふね

「船頭平で見つかった煉瓦の刻印」

ほ
う
ろ
く
渕
の
龍
　（
可
児
市
今
渡
）

　
昔
、
今
渡
の
木
曽
川
に
「
ほ
う
ろ
く
渕
」
と
呼
ば
れ
る
渕
が
あ
っ
て
、
雌
雄
の
龍
が
住

ん
で
い
る
と
云
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
龍
が
暴
れ
て
雷
雲
を
お
こ
し
豪
雨
を
ふ
ら
せ
、
人
々
が
困
っ
て
い
る
と
聞
い
た
龍

洞
寺
を
開
基
し
た
江
陽
和
尚
が
、
龍
を
封
じ
る
祈
祷
を
行
い
ま
し
た
。
祈
祷
を
始
め
て
数

日
経
っ
た
あ
る
日
、
空
が
に
わ
か
に
か
き
曇
り
雷
鳴
が
と
ど
ろ
き
わ
た
る
と
激
し
い
豪
雨

に
な
り
、
突
然
も
の
凄
い
水
柱
が
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。
水
柱
と
と
も
に
雄
龍
は
天
に
昇

り
、
雌
龍
は
渕
の
底
に
封
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　
水
柱
の
立
っ
た
あ
た
り
を
調
べ
る
と
岩
が
割
れ
、
龍
が
住
ん
で
い
た
と
思
わ
れ
る
場
所

に
枕
の
よ
う
な
石
が
残
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
龍
の

枕
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
と
、
寺
に
持
ち
帰
っ
て
安
置
し

た
そ
う
で
す
。

　
時
を
経
た
昭
和
十
一
年
、
ほ
う
ろ
く
渕
に
今
渡
ダ
ム
の

建
設
が
始
ま
り
ま
し
た
。
工
事
は
何
度
も
出
水
に
遭
い
難

工
事
と
な
り
ま
し
た
。
地
元
の
人
々
の
間
で
は
ほ
う
ろ
く

渕
の
龍
の
祟
り
だ
と
い
う
噂
が
さ
さ
や
か
れ
ま
し
た
。
は

じ
め
は
馬
鹿
げ
た
迷
信
と
気
に
も
と
め
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
仮
堤
を
つ
く
る
度
に
出
水
が
あ
っ
て
工
事
が
進
み
ま

せ
ん
。

　
そ
こ
で
長
良
に
住
む
白
龍
と
い
う
お
婆
さ
ん
に
占
っ
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、
八
月
中
頃

の
洪
水
で
龍
が
昇
天
す
る
の
で
、
そ
れ
ま
で
待
て
と
宣
託
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
は
ダ

ム
の
完
成
が
遅
れ
て
し
ま
う
と
言
う
と
、
龍
の
怒
り
を
鎮
め
渕
か
ら
立
ち
退
い
て
も
ら
う

た
め
、
竜
神
さ
ま
を
御
遷
座
す
る
よ
う
告
げ
ら
れ
ま
し
た
。
八
大
龍
王
の
祠
を
建
て
鎮
座

し
た
と
こ
ろ
、
工
事
は
順
調
に
進
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

出
典

『
可
児
町
史
　
通
史
編
』　
昭
和
五
十
五
年

写真③写真②写真①
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可
児
市

中
山
道
の
三
大
難
所
と
詠
わ
れ
た

　
石
畳
の
残
る
　
今
渡
の
渡
し
場
跡

可
児
市

中
山
道
の
三
大
難
所
と
詠
わ
れ
た

　
石
畳
の
残
る
　
今
渡
の
渡
し
場
跡

木曽三川　歴史・文化の調査研究資料

1

地

域

の

歴

史

明
知
荘
に
比
定
さ
れ
る
柿
田
遺
跡
の
水
制
遺
構

5

歴

史

記

録

地
域
と
河
川
　
第
九
編

計
画
流
量
の
推
算
と
記
載
さ
れ
た
数
値

―

明
治
改
修
計
画
図
に
見
る
　
そ
の
二―

8

研

究

資

料

鳥
瞰
図
「
西
桑
名
」
に
見
る
揖
斐
川
沿
い
の
風
景

桑
名
市

長
島
輪
中
図
書
館

松
永
悦
子

3

地
域
の
治
水
・
利
水

今
か
ら
十
年
前
に
発
生
し
た
可
児
川
の
氾
濫




